
科目コード R7001 授業科目名

履修区分 必修 開講期 1年 前期 授業回数 15回 単位数 1単位

担当者

授業の概要

○

○

◎

△

到達目標

履修上の
注意事項

回数

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

教員からの
メッセージ

教員との
連絡方法

実務経験の
ある教員

わからないことは、他の学生、教員への質問により、その都度解決しましょう。“「作業療法」ってなんだろう”と自分自身に問いかけながら、また学生同士で
語り合いながら学習しましょう。職業人として、作業療法を知るための大切な時間になります。

研究室に在席しているときは、立ち寄って下さい。また、大学のメール（miyazhiroy@hcu.ac.jp）で問いあわせて下さい。

参考書

作業療法概論  日本作業療法 協会 協同医書
978-4-7639-2118-5

作業療法の世界  鎌倉矩子・他 三輪書店 978-4-89590-205-2

成績
評価方法

提出された課題評価２０％と期末試験80％

ただし、受験資格を満たしていない場合は評価の対象としない。

教科書

書名・著者（出版社） ISBNコード

標準作業療法学概論第3版 岩崎テル子 医学書院 978-4-260-０2535-５

作業療法倫理と管理運営 倫理観　記録・報告　診療報酬(宮崎） 復習課題と感想・気づきシート作成（60分）

作業療法の効果検証 研究・技術開発(宮崎） 復習課題と感想・気づきシート作成（60分）

まとめ 作業療法の将来　人財育成　日本OT協会(宮崎） 復習課題と感想・気づきシート作成（60分）

作業療法の実際２ 事例紹介（精神障害分野）(川畑） 復習課題と感想・気づきシート作成（60分）

作業療法の実際３ 事例紹介（発達障害分野）(平尾） 復習課題と感想・気づきシート作成（60分）

作業療法の実際４ 事例紹介（地域作業療法分野）(宮崎） 復習課題と感想・気づきシート作成（60分）

作業療法の過程１ 作業療法実践のプロセス(宮崎） 復習課題と感想・気づきシート作成（60分）

作業療法の過程２ 評価と問題点抽出、計画立案、思考過程と態度(宮崎） 復習課題と感想・気づきシート作成（60分）

作業療法の実際１ 事例紹介（身体障害分野）(宮崎） 復習課題と感想・気づきシート作成（60分）

教科書を読んで、作業療法について興味のあることを見つけて下さい。そこで知りたいこと、疑問に感じることを調べたり、質問したりしながら、作業療法
の本質を学んでください。授業態度として、私語厳禁・居眠り厳禁です。将来の自分の仕事を見つめる時間にしてください。

授業計画

講義内容 事前・事後学修

作業療法とは１ 「作業」の意味　作業療法の原理(宮崎） 復習課題と感想・気づきシート作成（60分）

作業療法とは２ リハビリテーションの歴史と作業療法(宮崎） 復習課題と感想・気づきシート作成（60分）

作業療法とは３ 作業療法の領域　世界の作業療法(宮崎） 復習課題と感想・気づきシート作成（60分）

作業療法の理論１ ICIDHとICF(宮崎） 復習課題と感想・気づきシート作成（60分）

作業療法の理論２ 人間作業モデル　カナダ作業療法モデル(宮崎） 復習課題と感想・気づきシート作成（60分）

作業療法の理論３ 地域包括ケアシステムを支える作業療法の形（MTDLP）(宮崎） 復習課題と感想・気づきシート作成（60分）

1．パラダイム理論で作業療法の歴史を説明できる。　2．作業療法の発展に尽くした国内外の先達を10人あげることができる。
3．作業療法の作業について説明できる。　4．作業療法のプロセスを説明できる。
5．作業療法を家族や友人に分かりやすく説明できる。　６．作業療法学生として、作業療法を専門的な視点から説明できる。

作業療法学概論

宮崎　洋幸 ・ 川畑　なみ ・ 平尾　文

作業療法を学ぶ学生のための道標となる科目である。作業療法のルーツとアーツアンドクラフツ運動、パラダイム理論に基づく米国作業療法の歴史、そし
て、わが国の作業療法の歴史について学習する。さらに作業療法の「作業」の定義、作業療法の対象、作業療法実践の事例、作業療法モデル論について学
習する。また、作業療法士に求められる資質や倫理、記録・報告の意義について学習する。

DPとの関連

※DP：ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）＝卒業までに身に付けるべき資質・能力

①平和を希求する心と豊かな人間性を身につける

②修得した専門知識・技術を基盤にした総合的臨床能力を身につける

③高い倫理観をもち、自己を変革しつづける能力を身につける

④地域社会・国際社会と協働し、人々の健康生活のニーズに対応できる能力を身につける



科目コード R7002 授業科目名

履修区分 必修 開講期 1年 前期 授業回数 8回 単位数 1単位

担当者

授業の概要

△

△

◎

○

到達目標

履修上の
注意事項

回数

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

教員からの
メッセージ

教員との
連絡方法

実務経験の
ある教員

１）作業療法における「作業」の意味について自分史から出来事を抽出し記述できる。
２）作業と治療の関連を理解し、説明することができる。
３）作業分析に必要な身体・精神機能を理解し、作業に照らし合わせて説明することができる。

基礎作業学

渡邊　哲也

作業の療法の概論として「作業」や「作業活動」が人間の生活の中で私たちとどのような関わりを持つものなのか、私たちが疾患や障害を有したとき「作
業」や「作業活動」がどのように治療的な意味をもつのか、治療媒体としての「作業」や「作業活動」はどのような治療的要素を含むものなのかについて学習
することで、作業療法士としての治療的側面とその効果について身につける。

DPとの関連

※DP：ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）＝卒業までに身に付けるべき資質・能力

①平和を希求する心と豊かな人間性を身につける

②修得した専門知識・技術を基盤にした総合的臨床能力を身につける

③高い倫理観をもち、自己を変革しつづける能力を身につける

④地域社会・国際社会と協働し、人々の健康生活のニーズに対応できる能力を身につける

講義でグループワークを行う場合があります。積極的な発言を期待します。また、提出物については、事前に説明する「期限」や「体裁」を厳守してくださ
い。

授業計画

講義内容 事前・事後学修

オリエンテーション　作業学とは 教科書P2～13から作業に関する概要を確認しておく。

作業療法の手段と作業の枠組み・対象者
教科書P305～365の事例から対象者のイメージを膨
らませる。

作業療法に関連する基本的事項
一般的な治療の目的と作業を治療に用いる条件につい
て理解する。

ライフステージと作業 今の自分に影響を与えた自分史を考えてみよう。

健康増進に向けた作業
教科書P218～234から健康であるとはどのようなこ
とか理解しよう。

作業における諸理論
教科書P235～304から各理論における予備知識を習
得しておこう。

精神分析と作業・感覚統合と作業
精神科領域と小児領域における作業療法について見聞
を広めておこう。

対人援助とコミュニケーション
実際のコミュニケーションから自他の行動を認識できる
視点を身に着けておこう。

成績
評価方法

グループワーク提出物（40％）レポート課題（60％）にて総合評価します。

ただし、受験資格を満たしていない場合は評価の対象としない。

教科書

書名・著者（出版社） ISBNコード

作業学　ゴールドマスターシリーズ　改訂第3版・長崎重信 編集(メジカルビュー社) 978-4-7583-2042-9

参考書

作業療法の「作業」に含まれた意味を理解するために、自身の「作業」から考えていきます。その後、作業が持つ治療的特性と生活支援との関連性について
グループワークを行います。グループワークに参加できない場合は、評定に大きく影響する場合がありますので、体調を整え参加できるようにしておいて
ください。

ポータルサイトからの連絡、及びオフィスアワーに研究棟307研究室を訪れてください。



科目コード R7003 授業科目名

履修区分 必修 開講期 1年 前期 授業回数 23回 単位数 1単位

担当者

授業の概要

△

―

◎

―

到達目標

履修上の
注意事項

回数

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

教員からの
メッセージ

教員との
連絡方法

実務経験の
ある教員

作業実習（ミサンガ）(2)　課題④

作業実習（集団：ちぎり絵）(1)

作業実習（集団：ちぎり絵）(2)

作業実習（集団：ちぎり絵）(3)

作業実習（集団：ちぎり絵）(4)

作業を分析する枠組み：生活行為向上マネジメント（MTDLPに略）工程分析を利用

作業分析演習：MTDLPの枠組みに自分の作業を当てはめる　課題③

遂行技能に親しむ〜運動技能：作業をしているときの運動面の分析

遂行技能に親しむ〜プロセス（処理）技能：作業をする際の知的・効果的な機能の分析

作業実習（ミサンガ）(1)

作業の意味を考える視点（1）：吉川の７側面＊参考書2）を利用して分析

作業の意味を考える視点（2）：吉川の７側面＊参考書2）を利用して分析

作業の意味を考える視点（3）：吉川の７側面＊参考書2）を利用して分析　課題①

作業を分析する枠組み（ペドレッティ）：作業分析の手段を知る

作業分析演習（ペドレッティ）：自分の作業について分析を体験　課題②

基礎作業学実習Ⅰ

山川　敦史

１.作業療法における「作業」の意味と価値を理解するための枠組みを講義で伝えます。それらの知識を演習で活用して、学生のみなさん自身の「作業」の意
味を考え、同時に、お互いの「作業」の意味やその人にとっての価値を考えます。
２.「作業」は治療の目的であり、同時に手段です。作業のどんな要素が、治療や手段として力を発揮するのか。「作業分析」の方法を講義で学び、演習で実
際に分析してみます。
３.実際に「作業」に取り組んでいる様子を観察し、それを言葉や文書で表現する方法を講義で学び、演習で活用します。

DPとの関連

①平和を希求する心と豊かな人間性を身につける

②修得した専門知識・技術を基盤にした総合的臨床能力を身につける

③高い倫理観をもち、自己を変革しつづける能力を身につける

④地域社会・国際社会と協働し、人々の健康生活のニーズに対応できる能力を身につける

※DP：ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）＝卒業までに身に付けるべき資質・能力

１.自分自身の「作業」を挙げ、複数の視点からその意味と自分にとっての価値を述べることができる。
２.ペドレッティの枠組みと、MTDLP「生活行為向上プラン演習シート」内「生活行為工程分析を用いて「作業分析」を行うことができる。
３.自分やクラスメイトの作業の様子を観察し、遂行技能の概念を利用しながら言語的に表現することができる。

ひとつの活動・課題をいろいろな側面から見るトレーニングを積んでいきます。将来、対象者の方の作業を評価・分析するときの基礎となります。これまで
の自分になかった視点の習得に意欲的に取り組んでください。

授業計画

講義内容 事前・事後学修

オリエンテーション・自分の作業について：作業の概念を用い自身の作業を挙げる。 自分の作業を複数挙げて作業バランスを考える

作業実習（集団：ちぎり絵）(5) 自分の運動技能・処理技能に着目し、特徴を記録

作業実習（集団：ちぎり絵）(6) 自分の運動技能・処理技能に着目し、特徴を記録

作業実習（集団：ちぎり絵）(7) 自分の運動技能・処理技能に着目し、特徴を記録

作業実習（集団：ちぎり絵）(8)　課題⑤ 作業分析および遂行した経験をシートにまとめる	

プレゼンテーション演習(2) クラスメイトの発表内容と発表時の様子を評価

プレゼンテーション演習(3) クラスメイトの発表内容と発表時の様子を評価

プレゼンテーション演習(1)　課題⑥ クラスメイトの発表内容と発表時の様子を評価

成績
評価方法

課題①〜⑤、第８回終了後に提示予定の課題⑥の評定にて行います。
(1)期限内に提出できること、(2)枠組みに沿った内容が作成されていること、(3)発展的な内容を含むこと、を基本に、開講中にルーブリックとして提示
した基準に沿って行います。

ただし、受験資格を満たしていない場合は評価の対象としない。

教科書

書名・著者（出版社） ISBNコード

資料を配布します

参考書

1)作業学　ゴールドマスターシリーズ　第３版、長崎重信(編)、メジカルビュー社 978-4-7583-1671-2

2)作業って何だろう　作業科学入門　第２版、吉川ひろみ、医歯薬出版 978-4-263-21667-5

3)作業療法がわかる　COPM・AMPSスターティングガイド、吉川ひろみ、医学書院 978-4-260-00748-1

作業療法は「作業」を治療目標や治療手段として使います。作業の意味を考えることは、作業療法士を目指すための第一歩になると思います。これまでの
自分やまわりの世界が違って見えるかもしれません。楽しんでください。

原則、在室時は対応可能です。事前にメール・電話で用件を連絡してから訪室してください。
lily-drg@hcu.ac.jp

作業療法士として病院（入院・外来）および在宅（訪問）の臨床経験をふまえ、知見を交えた講義を行います。

別の作業についても同じ視点を利用して分析

自分の運動技能・処理技能に着目し、特徴を記録

自分の運動技能・処理技能に着目し、特徴を記録

デザインの決定に必要な情報を調べておく

グループ内の交流の様子を客観的に振り返る

作業分析および遂行した経験をシートにまとめる

自分の運動技能・処理技能に着目し、特徴を記録

自分の生活行為の中に該当する行為を見つけてみる

自分の生活行為の中に該当する行為を見つけてみる

別の作業についても工程分析を試みる

工程分析に必要な情報を事前に準備しておく

別の作業についても同じ枠組みで分析を試みる

分析対象にする作業について、必要な情報を調べる

別の作業についても同じ視点を利用して分析

別の作業についても同じ視点を利用して分析



科目コード R7004 授業科目名

履修区分 必修 開講期 1年 前期 授業回数 15回 単位数 1単位

担当者

授業の概要

―

△

◎

○

到達目標

履修上の
注意事項

回数

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

教員からの
メッセージ

教員との
連絡方法

実務経験の
ある教員

本講義は早期体験学習(アーリーエクスポージャー)という位置づけであり、早い段階で自分の将来の職業像を作る手がかりとなります。これを今後の学
習の動機づけとしてください。

施設見学は、引率教員とのコンタクトが必要になります。別途連絡手段についてお伝えします。

参考書

成績
評価方法

提出物100％(4回分のセミナーノート、1回分の施設見学ノート)及び見学報告で達成度を確認する

ただし、受験資格を満たしていない場合は評価の対象としない。

教科書

書名・著者（出版社） ISBNコード

使用しない

施設見学まとめ2 施設見学によって得た情報を整理しておく

施設見学報告会1
プレゼンテーション方法について予備知識を習得してお
く

施設見学報告会2
プレゼンテーション方法について予備知識を習得してお
く

施設見学 見学施設領域の一般的な知識を収集しておく

施設見学
見学に必要な物品等の確認及びこれまでのノートの読
み返し

施設見学まとめ1 施設見学によって得た情報を整理しておく

学内セミナー(医療人としてのマナー2-1) 学内セミナー「医療人としてのマナー1」を読み返す

学内セミナー(医療人としてのマナー2-2)
医療職だけでなく、社会人の応対マナーを普段の生活
から学んでおく

施設見学 施設までの交通手段、ルートの確認

学内セミナー及び施設見学は、グループワーク及び団体行動となります。施設・集団の中では、医療を目指す職業人として、適切な行動をとるよう心掛け
てください。施設見学の際、交通費が別途かかる場合があります。交通手段を事前に確認し、交通費等を準備しておいてください。

授業計画

講義内容 事前・事後学修

学内セミナー(オリエンテーション、医療人としてのマナー1-1)
一般的な医療職の身なりをインターネットなどで閲覧し
よう

学内セミナー(医療人としてのマナー1-2) 会話相手にとって良い挨拶を実践してみよう

学内セミナー(身体機能領域の作業療法)
日本作業療法士協会のホームページコラム欄を閲覧し
ておく

学内セミナー(精神機能領域の作業療法)
日本作業療法士協会のホームページコラム欄を閲覧し
ておく

学内セミナー(高齢期-特に認知症の作業療法)
日本作業療法士協会のホームページコラム欄を閲覧し
ておく

学内セミナー(発達・小児の作業療法)
日本作業療法士協会のホームページコラム欄を閲覧し
ておく

・学生としてのマナー(挨拶、態度、身だしなみ等)に則った行動をとることができる。
・グループワークにより見学時のポイントを明確にすることができる。
・施設見学を通して、興味関心や医療人としての心構えの変化を記述することができる。

基礎作業療法演習

渡邊　哲也

医療機関等において施設及び治療場面を見学し、実習指導者から地域における施設や作業療法部門の役割・概要について説明を受ける。病院及び施設が
地域の中でどのような役割を担っているのか学ぶ。また医療設備や就労環境、治療場面から自分の将来像を作る手がかりとし、現場職員の対象者との関
わり方から医療人としての基本的姿勢を学ぶことを目的とする。

DPとの関連

※DP：ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）＝卒業までに身に付けるべき資質・能力

①平和を希求する心と豊かな人間性を身につける

②修得した専門知識・技術を基盤にした総合的臨床能力を身につける

③高い倫理観をもち、自己を変革しつづける能力を身につける

④地域社会・国際社会と協働し、人々の健康生活のニーズに対応できる能力を身につける



科目コード R7005 授業科目名

履修区分 必修 開講期 1年 後期 授業回数 23回 単位数 1単位

担当者

授業の概要

―

◎

○

―

到達目標

履修上の
注意事項

第1回 第16回

第2回 第17回

第3回 第18回

第4回 第19回

第5回 第20回

第6回 第21回

第7回 第22回

第8回 第23回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

教員からの
メッセージ

教員との
連絡方法

実務経験の
ある教員

革細工(モデリングと運動学的分析)

革細工(カービングと運動学的分析)

革細工(スタンピングと運動学的分析)

革細工(染色と仕上げ)

革細工(作業分析)

編み物(ガーター編み)

編み物(特殊な編み方・目の止め方)

編み物(作業分析)

陶芸(道具・材料・工程)

陶芸(練り、造りと運動学的分析)

まとめ及び道具及び材料管理と環境整備

木工(仕上げ)

木工(作業分析)

編み物(道具・材料・工程・作成、作り目について)

編み物(棒編みの基本と運動学的分析)

編み物(メリヤス編み)

木工(道具・材料・工程・作成作業の流れ、設計)

木工(材料選択・木取り)

木工(切断・鋸の使用における運動学的分析)

木工(のみの使用方法と運動学的分析)

木工(仮組み立て→きりもみ→釘打ち)

実習時間内に作品が完成しなかった場合は、空き時間を利用して完成させてください。実習室の使用に関しては安全管理を徹底してください。またアク
ティビティ内容は、変更する場合があります。

オフィスアワーを参考に研究室まで来てください。

参考書

作業活動実習マニュアル　第２版・古川　宏(医歯薬出版株式会社) 978-4-263-26580-2

作業－その治療的応用 改訂第２版・日本作業療法士協会編(協同医書出版社) 978-4-7639-2107-9

成績
評価方法

成績評定は、指定された提出物60%、期末課題40%(ノート30、作品完成10)で評定する。

ただし、受験資格を満たしていない場合は評価の対象としない。

教科書

書名・著者（出版社） ISBNコード

作業学　ゴールドマスターシリーズ　改訂第3版・長崎重信 編集(メジカルビュー社) 978-4-7583-2042-9

革細工(道具・材料・工程・製図)

担当教員の指示に従い、適切な作業空間・環境で活動できるように努めること。作業種目によっては、服装は動きやすく汚れても差し支えのないものを着
用すること。道具は共有で使用することが多いので、整備・片付けは適切に行うこと。活動終了時は必ず清掃をし、ゴミは分別処理すること。材料は無駄の
ないように必要最低限の使用を心がけること。

授業計画

１．作業活動の目的や特性について自分の言葉で表現できる。
２．必要に応じた材料の調達や道具の選択ができる。
３．安全に配慮した活動の選択や環境調整が行える。
４．適切な用語を用いて分析内容をまとめることができる。

基礎作業学実習Ⅱ

渡邊　哲也

作業療法の治療として、活用する作業活動を分析し対象となる障害者が活動に参加できる状況をつくり出すための問題解決方法を探すことが臨床の作
業療法士に求められる。その作業活動と作業療法の関連を学ぶ目的としては、生活日用品をつくり出していた伝統的な手工芸である革細工・織物・木工・
編み物などを実際に習得するために経験することから、作業活動を治療として応用するための専門的視点をもつことを狙いとする。身体運動と精神的活
動を伴う作業活動の基本的知識と工程を習得することから、実際の作業活動を企画・準備し、作業を行い、片付けるまでの全行程を行うことで、「もの作
り」を実体験し、作業活動の効果を考える力を養う。

DPとの関連

※DP：ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）＝卒業までに身に付けるべき資質・能力

①平和を希求する心と豊かな人間性を身につける

②修得した専門知識・技術を基盤にした総合的臨床能力を身につける

③高い倫理観をもち、自己を変革しつづける能力を身につける

④地域社会・国際社会と協働し、人々の健康生活のニーズに対応できる能力を身につける

講義内容

事前・事後学習について
　本講義では、事前事後学習は設定しないが、指定された講義時間内で作品
が完成しない場合は、工程の工夫について担当教員のアドバイスを受けなが
ら、時間外で作品を完成させる。

講義内で使用する物品のほとんどは大学が用意するが、棒針や毛糸など個
人の趣味としても活用できる素材については、学生に用意してもらう場合が
ある。その場合は、講義の目標に沿い、かつ自分の趣味に合ったものを購入
してもよい。

オリエンテーション・作業分析



科目コード R7006 授業科目名

履修区分 必修 開講期 3年 前期 授業回数 15回 単位数 1単位

担当者

授業の概要

―

◎

○

○

到達目標

履修上の
注意事項

回数

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

教員からの
メッセージ

教員との
連絡方法

実務経験の
ある教員

①対象者のニーズから具体的な支援計画をつくることができる。
②支援計画のなかにマネジメントの視点を盛り込むことができる。

生活支援計画論

髙島　千敬

　人の生活をどのように支援するのかを具体的に学び、支援に活かすことを目標とする。支援のためには、面接や観察が必要であり、さらにマネジメント
が求められる。ここでは、アセスメントとマネジメントを実践するための方法を学ぶ。

DPとの関連

※DP：ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）＝卒業までに身に付けるべき資質・能力

①平和を希求する心と豊かな人間性を身につける

②修得した専門知識・技術を基盤にした総合的臨床能力を身につける

③高い倫理観をもち、自己を変革しつづける能力を身につける

④地域社会・国際社会と協働し、人々の健康生活のニーズに対応できる能力を身につける

　配布資料を中心に講義する。グループワークも行うので積極的に意見を述べるようにすること。また、定期的に小テストを行い知識を確認する。

授業計画

講義内容 事前・事後学修

生活行為を診るとは 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

MTDLPの概要 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

MTDLPの実際 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

COPM、サブシート 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

事例供覧１ 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

事例供覧２ 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

演習１ 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

演習２ 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

演習３ 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

演習４ 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

演習５ 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

マネジメントシート作成1 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

マネジメントシート作成２ 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

AMPS 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

事例検討 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

成績
評価方法

課題（30％）、試験（60％）、レポート（10％）

ただし、受験資格を満たしていない場合は評価の対象としない。

教科書

書名・著者（出版社） ISBNコード

使用しない

参考書

生活行為向上マネジメント　改訂第3版　（日本作業療法士協会）

　対象者の生活を捉える視点を養えるように、まずは自身が1日に行う生活行為について、分析してみるとよいでしょう。

　以下の研究室に在室しているときには基本的に対応可能ですが、メール等で予約をしておいた方が確実です。
　　髙島　千敬：301研究室　takashima@hcu.ac.jp

　病院での実務経験を活かし、作業療法評価の目的や具体的な方法について教育する。



科目コード R7007 授業科目名

履修区分 必修 開講期 3年 後期 授業回数 8回 単位数 1単位

担当者

授業の概要

―

△

◎

―

到達目標

履修上の
注意事項

回数

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

教員からの
メッセージ

教員との
連絡方法

実務経験の
ある教員

１．倫理4原則、インフォームド・コンセントについて説明できる
2．専門職である作業療法士の職業規範について説明できる
3．倫理的問題に対し皆が納得できる解決策を、その根拠とともに説明できる

作業療法倫理学

川畑　なみ

医療従事者として、また作業療法士として、常に意識し行動しなければならない倫理的態度の基本的な視点について学習する。

DPとの関連

※DP：ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）＝卒業までに身に付けるべき資質・能力

①平和を希求する心と豊かな人間性を身につける

②修得した専門知識・技術を基盤にした総合的臨床能力を身につける

③高い倫理観をもち、自己を変革しつづける能力を身につける

④地域社会・国際社会と協働し、人々の健康生活のニーズに対応できる能力を身につける

日頃から、医療事故等の新聞記事、話題に関心を向け、その場面での医療・保健・福祉従事者の対応を自分なりに考察する習慣をつけておく。グループ討
議・発表においては積極的に参加すること。

授業計画

講義内容 事前・事後学修

保健・医療従事者の倫理とは何か
保健・医療従事者の倫理について自分の考えをまとめ
る(60分）

倫理4原則について 倫理4原則について自分の考えをまとめる(60分）

インフォームド・コンセントについて インフォームド・コンセントについて復習する(60分）

専門家としての責務と義務について
専門家としての責務と義務について自分の考えをまと
める(60分）

作業療法士の倫理綱領（倫理規定）・職業倫理指針（ガイドライン）について
作業療法士の倫理について自分の考えをまとめる(60
分）

事例検討　　グループ討議・発表
事前に提示された事例について自分の考えをまとめる
(60分）

事例検討　　グループ討議・発表
事前に提示された事例について自分の考えをまとめる
(60分）

まとめ
作業療法士の倫理について講義を終えての自分の考え
をまとめる(60分）

成績
評価方法

レポート100％

ただし、受験資格を満たしていない場合は評価の対象としない。

教科書

書名・著者（出版社） ISBNコード

使用しない

参考書

医療・保健専門職の倫理テキスト・高橋仁美　他　（編） （中山書店） 978-4-86003-374-3

図解　作業療法技術ガイド　第3版・石川齊 他 (編）（文光堂） 978-4-8306-4374-3

はじめての リハビリテーション臨床倫理ポケットマニュアル・藤島 一郎 (編) 978-4263266687

復習を習慣化して、毎回の小テストにしっかりと取り組んでください。

kawabata@hcu.ac.jpにまず連絡をください。

病院や施設での作業療法士としての臨床経験を活かし、医療の現場での倫理について概説する



科目コード R7008 授業科目名

履修区分 必修 開講期 4年 後期 授業回数 8回 単位数 1単位

担当者

授業の概要

―

◎

○

○

到達目標

履修上の
注意事項

回数

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

教員からの
メッセージ

教員との
連絡方法

実務経験の
ある教員

1.　作業療法の現場におけるマネジメントを具体的に説明できる。
2.　障害者のライフステージに応じた制度活用について、年齢区分に基づき説明ができる。
3.　介護保険において、リハビリテーションの提供のために活用できるサービスを2つあげ、その内容を説明することができる。

作業療法管理学

髙島　千敬

　作業療法を実施する上で必要となる病院・施設などの経営主体の組織や運営について、また、記録や報告の重要性を含めた作業療法部門の管理・運営
に関する基礎知識とその実際について教授する。加えて、リハビリテーションに関係する法律や診療報酬、介護報酬の仕組みを解説し、専門職として必要
な知識と運用について実例を通じて教授する。

DPとの関連

※DP：ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）＝卒業までに身に付けるべき資質・能力

①平和を希求する心と豊かな人間性を身につける

②修得した専門知識・技術を基盤にした総合的臨床能力を身につける

③高い倫理観をもち、自己を変革しつづける能力を身につける

④地域社会・国際社会と協働し、人々の健康生活のニーズに対応できる能力を身につける

　配布資料を中心に講義を行う。講義中のスマートフォンの使用は禁止、私語も慎むこと。

授業計画

講義内容 事前・事後学修

組織の成り立ちとマネジメント 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

社会保障とリハビリテーション 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

医療保険とリハビリテーション 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

介護保険とリハビリテーション 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

障害福祉サービスとリハビリテーション 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

指導・監査、記録・関係帳簿 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

作業療法臨床実習の理解と管理体制 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

まとめ 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

成績
評価方法

期末試験100％

ただし、受験資格を満たしていない場合は評価の対象としない。

教科書

書名・著者（出版社） ISBNコード

なし

参考書

作業療法管理学入門・大庭潤平・他	（医歯薬出版） 978-4263265680

事例解説　リハビリ事故における注意義務と責任・古笛恵子・編著	（新日本法規） 978-4-7882-7579-9

入門リハビリテーション概論　第7版		・中村隆一・編	（医歯薬出版） 978-4-263-21326-1

　医療・保健・福祉領域の療法士の仕事は、諸法に基づいて行われています。それぞれの領域で自分が働く場合をイメージしながら講義に臨んでください。

　以下の研究室に在室しているときには基本的に対応可能ですが、メール等で予約をしておいた方が確実です。
　　髙島　千敬：301研究室　takashima@hcu.ac.jp

　病院での実務経験を活かし、作業療法評価の目的や具体的な方法について教育する。



科目コード R7009 授業科目名

履修区分 必修 開講期 1年 後期 授業回数 15回 単位数 1単位

担当者

授業の概要

―

◎

△

○

到達目標

履修上の
注意事項

回数

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

教員からの
メッセージ

教員との
連絡方法

実務経験の
ある教員

・作業療法評価の対象と目的を説明できる
・作業療法評価の方法をあげて説明できる
・情報収集、面接・観察、検査測定の目的および実施上の留意点を説明できる
・評価結果の統合と解釈、ゴール設定、プログラム立案の概要および実施上の留意点を説明できる

作業療法評価学

髙島　千敬

　作業療法評価は、治療を展開するために必要とされる対象者の理解への第一歩となる重要な過程である。適切な評価を行うことで、より具体的な目標
設定や治療プログラムが立案できる。
　この講義では、対象者に応じた作業療法評価の目的や評価の実際について講義する。また、事例を通じてＩＣＦ（国際生活機能分類）による全体像の把握、
目標設定、治療プログラムの立案までの過程について解説する。

DPとの関連

※DP：ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）＝卒業までに身に付けるべき資質・能力

①平和を希求する心と豊かな人間性を身につける

②修得した専門知識・技術を基盤にした総合的臨床能力を身につける

③高い倫理観をもち、自己を変革しつづける能力を身につける

④地域社会・国際社会と協働し、人々の健康生活のニーズに対応できる能力を身につける

　教科書と配布資料にて進める。
　講義中のスマートフォンの使用は禁止、私語も慎むこと。

授業計画

講義内容 事前・事後学修

作業療法と評価① 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

作業療法と評価② 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

作業療法と評価③ 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

共通領域の評価法① 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

共通領域の評価法② 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

共通領域の評価法③ 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

身体機能評価法① 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

身体機能評価法② 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

高次脳機能評価法 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

精神機能評価法 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

発達過程評価法 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

高齢期の機能評価法 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

就労の評価 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

事例演習（検討） 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

総括
事例を通じて評価結果からICF分類を行い、目標設定、
プログラム立案について経験する（60分）

成績
評価方法

筆記試験80％　小テスト20％

ただし、受験資格を満たしていない場合は評価の対象としない。

教科書

書名・著者（出版社） ISBNコード

　作業療法評価学　第3版・	能登真一、他・編　（医学書院） 978-4260030038

　ベッドサイドの神経の診かた　改訂18版	・田崎義昭、他・編　(南山堂) 978-4525247980

参考書

　随時紹介

　復習を徹底して、毎回の講義内容の理解に努めましょう。定期的に小テストを実施して、理解の程度を確認しますが、自ら学ぶ姿勢が最も重要です。根気
強く学習していきましょう。

　以下の研究室に在室しているときには基本的に対応可能ですが、メール等で予約をしておいた方が確実です。
　　髙島　千敬：301研究室　takashima@hcu.ac.jp

　病院での実務経験を活かし、作業療法評価の目的や具体的な方法について教育する。



科目コード R7010 授業科目名

履修区分 必修 開講期 1年 後期 授業回数 15回 単位数 1単位

担当者

授業の概要

○

―

◎

―

到達目標

履修上の
注意事項

回数

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

教員からの
メッセージ

教員との
連絡方法

実務経験の
ある教員

１．身体各部位のランドマークを挙げ，適切な手順で触診することができる．
２．ランドマークを中心に，骨各部位の名称や解剖学的な特徴を述べることができる．

身体機能触診学

山川　敦史

作業療法を進めるにあたって必要となる身体機能の検査・測定では，体表から確認されるランドマーク（骨指標）を基準とすることが多くあります．この授
業では，代表的なランドマークを正しく見つけることを目的に，授業形式での情報提供と，実技形式で触診技術の習得を目指します．授業冒頭には，前授業
の知識的な確認のための小テストを行います．

DPとの関連

※DP：ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）＝卒業までに身に付けるべき資質・能力

①平和を希求する心と豊かな人間性を身につける

②修得した専門知識・技術を基盤にした総合的臨床能力を身につける

③高い倫理観をもち、自己を変革しつづける能力を身につける

④地域社会・国際社会と協働し、人々の健康生活のニーズに対応できる能力を身につける

クラスメイト同士で触診の練習をすることになります．医療従事者を目指す者として，人の身体を愛護的に取り扱うことを意識して取り組んでください．そ
のためには，爪の管理，実習技と通学の服をきちんと区別することがとても重要になります．

授業計画

講義内容 事前・事後学修

オリエンテーション，上肢の触診（１）：肩甲骨の触診 実習技の準備．爪の適切な管理．触診法の復習

上肢の触診（２）：小テスト，鎖骨，肩鎖関節，胸鎖関節，上腕骨（大結節，小結節） テキストで扱った箇所および触診技術の復習

上肢の触診(3)：小テスト，上腕骨（結節間溝，外側・内側上顆，肘頭窩，尺骨神経溝） テキストで扱った箇所および触診技術の復習

上肢の触診(4)：小テスト，橈骨（橈骨頭，腕橈関節，近位橈尺関節，茎状突起，リスター結節） テキストで扱った箇所および触診技術の復習

上肢の触診(5)：小テスト，尺骨（肘頭，腕尺関節，尺骨頭，遠位橈尺関節，茎状突起） テキストで扱った箇所および触診技術の復習

上肢の触診(6)：小テスト，手根骨（豆状骨，三角骨，舟状骨，月状骨） テキストで扱った箇所および触診技術の復習

上肢の触診(7)：小テスト，手根骨（大菱形骨，小菱形骨，有頭骨，有鉤骨） テキストで扱った箇所および触診技術の復習

下肢の触診(1)：小テスト，骨盤（腸骨稜，上前腸骨棘，下前腸骨棘，上後腸骨棘） テキストで扱った箇所および触診技術の復習

下肢の触診(2)：小テスト，骨盤（坐骨結節），大腿骨（大転子，大腿骨頭） テキストで扱った箇所および触診技術の復習

下肢の触診(3)：小テスト，膝関節周辺（膝蓋骨，内側・外側顆，脛骨内側・外側顆） テキストで扱った箇所および触診技術の復習

下肢の触診(4)：小テスト，膝関節周辺（大腿骨内側・外側上顆，頸骨粗面，腓骨頭） テキストで扱った箇所および触診技術の復習

下肢の触診(5)：小テスト，足関節及び足部周辺（内・外果，距腿関節，踵骨，舟状骨） テキストで扱った箇所および触診技術の復習

体幹の触診(1)：小テスト，胸郭に関連する諸組織（乳様突起，胸鎖乳突筋）
脊柱に関連する諸組織（外後頭隆起，上項線，下項線，頸椎棘突起）

テキストで扱った箇所および触診技術の復習

体幹の触診(2)：小テスト，脊柱に関連する諸組織（腰椎棘突起，胸椎棘突起） テキストで扱った箇所および触診技術の復習

触診技術のポイント整理：小テスト，実技テストで必要となる手順，ポイントを伝達 触診の実技練習の計画を立て，実行する．

成績
評価方法

小テスト（10%）全合計点の得点率を採用，実技テスト（40%），期末テスト（筆記）（50%）を合計して評定します．

ただし、受験資格を満たしていない場合は評価の対象としない。

教科書

書名・著者（出版社） ISBNコード

運動療法のための機能解剖学的触診技術　上肢　改訂　第2版	林　典雄	（株）メジカルビュー社 978-4-7583-1136-6

運動療法のための機能解剖学的触診技術　下肢・体幹　改訂　第2版　林　典雄	（株）メジカルビュー社 978-4-7583-1137-3

参考書

初回を除き，２回目以降は，講義開始時に小テスト（10分間程度）を実施します．テストの内容は前の講義内容から出題します．出題内容は授業時に明確に
しますので，メモや教科書へ書き込み，ノートにまとめるなど毎日の学習習慣をつけましょう．

308研究室に在室しているときは原則受け付けます．事前にlily-drg@hcu.ac.jpまで申し出てください．
岩本　優士：研究室212 メール：iwamoto@hcu.ac.jp

作業療法士として病院（入院・外来）および在宅（訪問）の臨床経験をふまえ，知見を交えた講義を行います．
岩本　優士：作業療法士として病院（急性期・回復期）および地域での臨床経験をふまえ、知見を交えた講義を行います。



科目コード R7011 授業科目名

履修区分 必修 開講期 2年 前期 授業回数 15回 単位数 1単位

担当者

授業の概要

―

◎

○

○

到達目標

履修上の
注意事項

回数

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

教員からの
メッセージ

教員との
連絡方法

実務経験の
ある教員

　講義時間以外でも友人通しで練習するなど、実技の修得に努めること。

　以下の研究室に在室しているときには基本的に対応可能ですが、メール等で予約をしておいた方が確実です。
　　髙島　千敬：301研究室　takashima@hcu.ac.jp

　病院での実務経験を活かし、作業療法評価の目的や具体的な方法について教育する。

参考書

　随時紹介

成績
評価方法

期末試験80%、小テスト20%

ただし、受験資格を満たしていない場合は評価の対象としない。

教科書

書名・著者（出版社） ISBNコード

　作業療法評価学　第3版・	能登真一、他・編　（医学書院） 978-4260030038

　ベッドサイドの神経の診かた　改訂18版	・田崎義昭、他・編　(南山堂) 978-4525247980

簡易上肢機能検査 （STEF） 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

日常生活活動の評価 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

手段的日常生活活動の評価 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

胸部のフィジカルアセスメント2 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

胸部のフィジカルアセスメント3 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

上肢機能検査 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

感覚検査 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

姿勢バランス 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

胸部のフィジカルアセスメント1 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

解剖学・運動学および運動学実習の復習をしておくこと。服装等の指示を厳守。実習中の私語は厳禁。定期的に小テストを行う。

授業計画

講義内容 事前・事後学修

身体障害領域における初回面接 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

反射検査 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

筋緊張検査 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

痛みの評価 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

形態測定検査 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

協調性検査 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

１.　身体機能の基本的評価法の意義と実施上の留意点を説明できる。
２.　身体機能の基本的評価法の手技が実施できる。
３．上肢機能評価の意義と代表的な検査について実施上の留意点を説明できる。
４．上肢機能評価の代表的な検査について基本的な手技が実施できる。

身体機能評価学演習Ⅰ

髙島　千敬

　作業療法プログラム立案のための、また作業療法の効果判定となる一般的な身体機能評価における検査法の目的、手技、判断基準、解釈の仕方につい
て学ぶ。また、身体機能の正確な技能を習得するとともに人の活動を身体機能面から動作分析的に捉える観察力も養う。具体的には、形態測定、知覚検
査、反射検査、上肢機能評価等について実技を通して学習する。

DPとの関連

※DP：ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）＝卒業までに身に付けるべき資質・能力

①平和を希求する心と豊かな人間性を身につける

②修得した専門知識・技術を基盤にした総合的臨床能力を身につける

③高い倫理観をもち、自己を変革しつづける能力を身につける

④地域社会・国際社会と協働し、人々の健康生活のニーズに対応できる能力を身につける



科目コード R7012 授業科目名

履修区分 必修 開講期 2年 後期 授業回数 15回 単位数 1単位

担当者

授業の概要

―

◎

○

○

到達目標

履修上の
注意事項

回数

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

教員からの
メッセージ

教員との
連絡方法

実務経験の
ある教員

　講義時間以外でも友人通しで練習するなど、実技の修得に努めること。

　以下の研究室に在室しているときには基本的に対応可能ですが、メール等で予約をしておいた方が確実です。
　　髙島　千敬：301研究室　takashima@hcu.ac.jp

　病院での実務経験を活かし、作業療法評価の目的や具体的な方法について教育する。

参考書

随時紹介

成績
評価方法

定期試験40%、実技試験40%、小テスト20%

ただし、受験資格を満たしていない場合は評価の対象としない。

教科書

書名・著者（出版社） ISBNコード

新・徒手筋力検査法　第１０版・Helen j. Hislop他　著（協同医書出版社） 978-4-7639-0041-8

作業療法評価学　第3版・能登真一、他・編（	医学書院） 978-4260030038

徒手筋力検査法　  演習６ 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

徒手筋力検査法　  演習７ 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

徒手筋力検査法　  演習８ 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

徒手筋力検査法　  演習３ 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

徒手筋力検査法　  演習４ 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

徒手筋力検査法　  演習５ 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

関節可動域測定法　演習７ 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

徒手筋力検査法　  演習１ 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

徒手筋力検査法　  演習２ 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

解剖学・運動学および運動学実習の復習を行い、関節運動、計測におけるランドマークとなる骨指標、骨格筋の起始停止・作用を再確認しておく。また作業
療法評価学を復習しておく。服装等の指示を厳守。実習中の私語は厳禁。定期的に小テストを行う。

授業計画

講義内容 事前・事後学修

関節可動域測定法　演習１ 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

関節可動域測定法　演習２ 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

関節可動域測定法　演習３ 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

関節可動域測定法　演習４ 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

関節可動域測定法　演習５ 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

関節可動域測定法　演習６ 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

1.　関節可動域測定の意義と実施上の留意点を説明できる。
2.　関節可動域測定の基本的な手技が実践できる。
3.　徒手筋力検査の意義と実施上の留意点を説明できる。
4.　徒手筋力検査の基本的な手技が実践できる。

身体機能評価学演習Ⅱ

髙島　千敬

　作業療法プログラム立案のための、また作業療法の効果判定となる一般的な身体機能評価における検査法の目的、手技、判断基準、解釈の仕方につい
て学ぶ。また、身体機能の正確な技能を習得するとともに人の活動を身体機能面から動作分析的に捉える観察力も養う。具体的には、関節可動域測定、徒
手筋力測定を実技を通して学習する。

DPとの関連

※DP：ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）＝卒業までに身に付けるべき資質・能力

①平和を希求する心と豊かな人間性を身につける

②修得した専門知識・技術を基盤にした総合的臨床能力を身につける

③高い倫理観をもち、自己を変革しつづける能力を身につける

④地域社会・国際社会と協働し、人々の健康生活のニーズに対応できる能力を身につける



科目コード R7013 授業科目名

履修区分 必修 開講期 2年 後期 授業回数 15回 単位数 1単位

担当者

授業の概要

○

○

○

△

到達目標

履修上の
注意事項

回数

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

教員からの
メッセージ

教員との
連絡方法

実務経験の
ある教員

・課題の提出期限を守ってください
・配布資料は大事に保管してください
・授業態度が不適切な場合は、厳重注意をすることがあります

授業はアクション・リアクションによるコミュニケーションで成り立ちます。積極的に楽しみながら受講してください。

パソコンのアドレスまでメールを送ってください。aya.72710@hcu.ac.jp

小児専門の作業療法士として、15年間の病院での勤務経験を持つ。その間に担当した子どもは約600人。こちらの経験を基に障害を持つ子どもの評価
について、楽しみながら学ぶことができる授業です。

分娩麻痺の評価について：事例をもとに
分娩麻痺を持つ子どもの評価についてイメージしてお
く（60分）。

骨形成不全症の評価について：事例をもとに
骨形成不全を持つ子どもの評価についてイメージして
おく（60分）。

第1回～14回までのダイジェストのまとめ
各評価についての対象や特徴について復習をする（60
分）。

知的障害・ダウン症の評価について：事例をもとに
知的障害・ダウン症を持つ子どもの評価についてイメー
ジしておく（60分）。

筋ジストロフィー症の評価について：事例をもとに
筋ジストロフィー症を持つ子どもの評価についてイメー
ジしておく（60分）。

参考書

成績
評価方法

期末試験（60％）・提出物（40％）にて総合評価します。

ただし、受験資格を満たしていない場合は評価の対象としない。

教科書

書名・著者（出版社） ISBNコード

イラストでわかる発達障害の作業療法・上杉雅之（医歯薬出版株式会社） 978-4-263-21717-7

二分脊椎の評価について：事例をもとに
二分脊椎を持つ子どもの評価についてイメージしてお
く（60分）。

脳性麻痺（アテトーゼ型）を持つ子どもの評価について
イメージしておく（60分）。

重症心身障害の評価について①：事例をもとに
重症心身障害を持つ子どもの評価についてイメージし
ておく（60分）。

重症心身障害の評価について②：実技の実施
重症心身障害を持つ子どもの評価についての実技を復
習する（60分）。

授業計画

講義内容 事前・事後学修

オリエンテーション・子どもの評価とは何かについて学ぶ 子どもの評価についてイメージしておく（60分）。

子どもの評価について①：作業療法実施後の変化を視覚的に評価する・体感する 授業で体感したことを復習する(60分）。

子どもの評価について②：自閉症を持つ子どもの場合について
自閉症を持つ子どもの評価についてイメージしておく
（60分）。

子どもの評価について③：ADHD・発達障害を持つ子どもの場合について
ADHD・発達障害を持つ子どもの評価についてイメー
ジしておく（60分）。

自分の評価について：外遊びによる自身の変化を評価する
外遊びによる自身の変化を振り返り、考察する（60
分）。

脳性麻痺の評価について①：痙直型脳性麻痺の場合
脳性麻痺（痙直型）を持つ子どもの評価についてイメー
ジしておく（60分）。

脳性麻痺の評価について②：アテトーゼ型脳性麻痺の場合

・発達障害に対する基礎知識として、疾患ごとの特徴を3つずつ説明することができるようになる
・発達障害の運動および感覚的な特徴に対しての評価、介入についての具体例を3つ挙げることができるようになる

発達過程評価学演習

平尾　文

発達障害や肢体不自由を持つ子ども達が楽しく日常生活を送れることを想定し、そのために必要な評価について事例を通して学びます。
講義をより一層楽しむためにも、人間発達学の知識が必要になります。復習をしておいてください。

DPとの関連

※DP：ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）＝卒業までに身に付けるべき資質・能力

①平和を希求する心と豊かな人間性を身につける

②修得した専門知識・技術を基盤にした総合的臨床能力を身につける

③高い倫理観をもち、自己を変革しつづける能力を身につける

④地域社会・国際社会と協働し、人々の健康生活のニーズに対応できる能力を身につける



科目コード R7014 授業科目名

履修区分 必修 開講期 3年 前期 授業回数 15回 単位数 1単位

担当者

授業の概要

―

◎

―

―

到達目標

履修上の
注意事項

回数

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

教員からの
メッセージ

教員との
連絡方法

実務経験の
ある教員

精神・認知機能評価の手段と目的、その種類と内容・方法を説明することができる。
留意点を踏まえて情報取集・観察・面接を実践する。
提示した症例について評価から得られる全体像を把握する。

精神・認知機能評価学演習

川畑　なみ

精神・認知機能の評価の概要と目的を理解する。評価の方法を体得する。

DPとの関連

※DP：ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）＝卒業までに身に付けるべき資質・能力

①平和を希求する心と豊かな人間性を身につける

②修得した専門知識・技術を基盤にした総合的臨床能力を身につける

③高い倫理観をもち、自己を変革しつづける能力を身につける

④地域社会・国際社会と協働し、人々の健康生活のニーズに対応できる能力を身につける

授業中の私語、及び携帯電話・スマートフォンの使用は禁止します。また、携帯電話・スマートフォンの撮影機能で板書された内容を記録することも禁止し
ます。資料配布は予備の配布はしませんので、紛失した場合は他の学生からコピー等をしてください。

授業計画

講義内容 事前・事後学修

オリエンテーション、精神・認知機能の評価とは　評価の基本：情報収集 情報収集について復習する(60分）

評価の基本：観察① 観察の形態について復習する(60分）

評価の基本：観察② 観察の技法について復習する(60分）

評価の基本：面接① インテーク面接について復習する(60分）

評価の基本：面接② 作業面接について復習する(60分）

評価の基本：回復状態の評価指標 ISDA、SNSFについて復習する(60分）

評価の基本：検査・チェックリスト 臨床でよく用いられる検査について復習する(60分）

ロールプレイ：コミュニケーション力を育もう、臨床で役立つコミュニケーションスキル ミュニケーションスキルについて復習する(60分）

ロールプレイ：面接練習 面接練習での気づきをまとめる(60分）

ケーススタディ③

ケースの評価場面での情報をまとめる(60分）

ケーススタディ② ケースの評価場面での情報をまとめる(60分）

ケースの評価場面での情報をまとめる(60分）

ケーススタディ①

ケーススタディ④ ケースの評価場面での情報をまとめる(60分）

ケーススタディ⑤ ケースの評価場面での情報をまとめる(60分）

科目のまとめ
授業で説明のあった期末試験対策のポイントをまとめ
る(60分）

成績
評価方法

期末試験90％，小テスト10％

ただし、受験資格を満たしていない場合は評価の対象としない。

教科書

書名・著者（出版社） ISBNコード

精神疾患の理解と精神科作業療法　第3版 朝田隆・中島直・堀田英樹 (中央法規出版株式会社) 978-4-8058-5980-3

生活を支援する精神障害作業療法　第2版 香山明美・小林正義　他　編 (医歯薬出版株式会社) 978-4-263-21933-1

参考書

精神障害と作業療法　新版・ 山根　寛 （三輪書店） 978-4-89590-583-1

リハビリテーション基礎評価学・塩見泰藏、下田伸晃　編（羊土社） 978-4-7581-0793-8

演習（ロールプレイ、ケーススタディ）においては、積極的に参加し主体性をもって授業に臨んでください。

kawabata@hcu.ac.jpにまず連絡をください。

精神障害領域での実務経験を伴う作業療法士による講義である。
臨床での経験に基づいて情報取集・観察・面接の展開方法を示す。

作業療法評価学　第3版・岩崎テル子　他 （医学書院） 978-4-260-03003-8



科目コード R7015 授業科目名

履修区分 必修 開講期 2年 前期 授業回数 15回 単位数 1単位

担当者

授業の概要

―

◎

―

△

到達目標

履修上の
注意事項

回数

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

教員からの
メッセージ

教員との
連絡方法

実務経験の
ある教員

ADLの概念について説明できる。
ADLの評価について説明できる。
作業療法の対象となる主な疾患のADLの特徴と具体的な支援の方法について説明できる。

日常生活援助学

川畑　なみ ・ 岩本　優士

リハビリテーションの具体的な目標として挙げられることの多いActivities of Daily Living（ADL：日常生活活動）について学ぶ。作業療法の対象とな
る主な疾患の活動制限や参加制約について理解し、評価や支援を行うための視点を養う。

DPとの関連

※DP：ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）＝卒業までに身に付けるべき資質・能力

①平和を希求する心と豊かな人間性を身につける

②修得した専門知識・技術を基盤にした総合的臨床能力を身につける

③高い倫理観をもち、自己を変革しつづける能力を身につける

④地域社会・国際社会と協働し、人々の健康生活のニーズに対応できる能力を身につける

第2回から授業開始時に小テストを行います。遅刻・欠席で受験できなかった場合は評価の対象になりませんので注意してください。授業中の私語、及び
携帯電話・スマートフォンの使用は禁止します。配布資料があった場合、予備の配布はしませんので、紛失した場合は他学生からコピー等をしてください。

授業計画

講義内容 事前・事後学修

オリエンテーション、日常生活活動の概念と範囲 日常生活活動の概念と範囲について復習する(60分）

ADL評価① 各種ADL評価について復習する(60分）

ADL評価② BI,FIMについて復習する(60分）

自助具：自助具の種類 自助具について復習する(60分）

疾患別ADL：片麻痺（障害の概要、評価、ADL練習の注意点、食事）
片麻痺のADLの概要、指導の注意について復習する
(60分）

疾患別ADL：片麻痺（整容、更衣） 片麻痺のADL（整容、更衣）について復習する(60分）

疾患別ADL：片麻痺（起居、移乗、移動）
片麻痺のADL（起居、移乗、移動）について復習する
(60分）

疾患別ADL：片麻痺（排泄、入浴） 片麻痺のADL（排泄、入浴）について復習する(60分）

疾患別ADL：脊髄損傷（障害の概要、評価、基本練習）
脊髄損傷の基本評価、基本練習について復習する(60
分）

疾患別ADL：筋委縮性疾患（筋萎縮性側索硬化症）

脊髄損傷の損傷行為別のADLについて復習する(60
分）

疾患別ADL：関節リウマチ
関節リウマチのADL（関節保護の視点から）について復
習する(60分）

片麻痺のADL（排泄、入浴）について復習する(60分）

疾患別ADL：脊髄損傷（ADLの実際）

疾患別ADL：呼吸器疾患 片麻痺のADL（排泄、入浴）について復習する(60分）

疾患別ADL：高次脳機能障害 片麻痺のADL（排泄、入浴）について復習する(60分）

まとめ
授業で説明のあった期末試験対策のポイントをまとめ
る(60分）

成績
評価方法

期末試験90％，小テスト10％

ただし、受験資格を満たしていない場合は評価の対象としない。

教科書

書名・著者（出版社） ISBNコード

新版 日常生活活動(ADL) 第2版 評価と支援の実際・ 編集：伊藤 利之　他(医歯薬出版株式会社) 978-4-263-26606-9

参考書

PT・OTビジュアルテキスト　ＡＤＬ・柴　喜崇　他　編（羊土社） 978-4-7581-0795-2

復習を習慣化して、毎回の小テストにしっかりと取り組んでください。

kawabata@hcu.ac.jpにまず連絡をください。



科目コード R7016 授業科目名

履修区分 必修 開講期 2年 前期 授業回数 15回 単位数 1単位

担当者

授業の概要

―

◎

―

△

到達目標

履修上の
注意事項

回数

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

教員からの
メッセージ

教員との
連絡方法

実務経験の
ある教員

・車椅子や歩行補助具の名称、種類・使用方法について説明できる。
・基本動作やADL動作に含まれる動きについて実演できる。
・基本動作やADL動作の基本的な介入方法を2つ以上挙げることができる。
・模擬的な体験を通して感じたことを言葉で表現できる。

日常生活援助学演習

川畑　なみ ・ 岩本　優士

リハビリテーションの具体的な目標として挙げられることの多いActivities of Daily Living（ADL：日常生活活動）について学ぶ。具体的な体験を通し
て、ADL動作の特徴や基本的な介助方法についての理解を深める。

DPとの関連

※DP：ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）＝卒業までに身に付けるべき資質・能力

①平和を希求する心と豊かな人間性を身につける

②修得した専門知識・技術を基盤にした総合的臨床能力を身につける

③高い倫理観をもち、自己を変革しつづける能力を身につける

④地域社会・国際社会と協働し、人々の健康生活のニーズに対応できる能力を身につける

自分で体験しながら学んでいく実技中心の授業です。大学指定のジャージ・ポロシャツを着用してください。学生同士で協力したり意見交換をしたりする
など、積極的な参加を奨励します。欠席した場合も課題提出が必須となりますので、必ず教員を訪ねて課題を受け取ってください。ただし、紛失時の再配
布は行いません。各自の責任において管理をお願いします。

授業計画

講義内容 事前・事後学修

オリエンテーション、杖・歩行器：杖・歩行器の種類、名称、使用方法、杖歩行
杖・歩行器の種類、名称、杖歩行について復習する(60
分）

車椅子：車椅子の種類、名称、介助方法
車椅子の種類、名称について復習する、介助体験の感想
を書く(60分）

基本動作の捉え方、運動と重心、基本動作①-1：寝返り（動作分析） 自身の寝返りを分析する(60分）

基本動作①-2：寝返り（介助と介入） 寝返りの介助方法について復習する(60分）

基本動作②-1：起き上がり（動作分析） 自身の起き上がりを分析する(60分）

基本動作②-2：起き上がり（介助と介入） 起き上がりの介助方法について復習する(60分）

基本動作③-1：立ち上がり（動作分析） 自身の立ち上がりを分析する(60分）

基本動作③-2：立ち上がり（介助と介入） 立ち上がりの介助方法について復習する(60分）

基本動作④：床上動作（動作分析、介助と介入） いざり移動の介助方法について復習する(60分）

ケーススタディ①

脊髄損傷の損傷行為別のADLについて復習する(60
分）

基本動作⑤-2：移乗動作（ベッド↔車椅子）（介助）
関節リウマチのADL（関節保護の視点から）について復
習する(60分）

ケースのADLの評価結果をまとめる(60分）

基本動作⑤-1：移乗動作（ベッド↔車椅子）（動作分析、介入）

ケーススタディ②
ケースのADLの評価結果から介入のポイントを見つけ
る(60分）

ケーススタディ③ ケースのADL介入計画を立てる(60分）

まとめ
授業で説明のあった期末試験対策のポイントをまとめ
る(60分）

成績
評価方法

期末試験80％、課題提出および発表20％。課題の詳細は授業中に説明する。
締め切りを過ぎて提出された課題は評価の対象としない。

ただし、受験資格を満たしていない場合は評価の対象としない。

教科書

書名・著者（出版社） ISBNコード

新版 日常生活活動(ADL) 第2版 評価と支援の実際・ 編集：伊藤 利之　他(医歯薬出版株式会社) 978-4-263-26606-9

参考書

日常生活活動の作業療法 ・藤井 浩美他 (編)(中央法規出版株式会社) 978-4-7581-0795-2

リハビリテーション・ADLトレーニング ・高橋 仁美　他 (編)(医歯薬出版株式会社) 978-4-263-21576-0

動作分析などの課題は必ず期限までに取り組み、提出することを心がけてください。また介助や介入の演習では実際の患者に対するように丁寧な対応を
してください。

kawabata@hcu.ac.jpにまず連絡をください。



科目コード R7017 授業科目名

履修区分 必修 開講期 2年 前期 授業回数 8回 単位数 1単位

担当者

授業の概要

○

―

◎

―

到達目標

履修上の
注意事項

回数

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

教員からの
メッセージ

教員との
連絡方法

実務経験の
ある教員

神経解剖学、神経生理学、神経内科学について関係する教科書類をいつでも確認できるようにしましょう。小テストで分からなかったところをそのままに
しないで、積極的に調べて補うようにしてください。

各研究室に在室しているときは原則受け付けます。事前に以下まで申し出てください。
山川　敦史　研究室308 メール：lily-drg@hcu.ac.jp

山川　敦史：作業療法士として病院（入院・外来）および在宅（訪問）の臨床経験をふまえ、知見を交えた講義を行います。

参考書

身体機能作業療法学　第4版	山口　昇ほか（編）	医学書院 978-4-260-04682-4

作業療法学　ゴールド・マスター・テキスト身体障害作業療法学第3版　長﨑　重信　メジカルビュー 978-4-7583-2044-3

標準作業療法学専門基礎分野　神経内科学	（編）川平　和美	　医学書院 978-4-260-01866-1

成績
評価方法

小テスト（10%）、期末試験（90%）

ただし、受験資格を満たしていない場合は評価の対象としない。

教科書

書名・著者（出版社） ISBNコード

資料を配布します

多発性硬化症：定義、分類、障害像とその対処 授業内容の復習と配布資料を事前に読んでおくこと

筋萎縮性側索硬化症：定義、分類、障害像とその対処 授業内容の復習と配布資料を事前に読んでおくこと

中枢神経疾患・障害の理解のために：小テスト、自己学習ポイントの伝達、質疑 疑問点を挙げておくこと．

パーキンソン病(1)：定義、疫学、分類 授業内容の復習と配布資料を事前に読んでおくこと

パーキンソン病(2)：重症度別のADL、介入方法 授業内容の復習と配布資料を事前に読んでおくこと

脊髄小脳変性症：定義、分類、失調症状とその対処 授業内容の復習と配布資料を事前に読んでおくこと

脊髄損傷(1)：小テスト、定義、疫学、分類について 授業内容の復習と配布資料を事前に読んでおくこと

脊髄損傷(2)：残存髄節レベルと可能な動作・ADL(1) 授業内容の復習と配布資料を事前に読んでおくこと

脊髄損傷(3)：残存髄節レベルと可能な動作・ADL(2) 授業内容の復習と配布資料を事前に読んでおくこと

臨床医学である神経内科学との接点がきわめて多い科目です。中枢神経系の解剖学、生理学も同時に確認しながら進めます。それらをいつでも確認でき
るよう、留意してください。

授業計画

講義内容 事前・事後学修

オリエンテーション、脳血管障害(1)：疾患の定義と疫学
中枢神経系の解剖学、生理学を復習
授業中にメモしたことをまとめるノートを作成．

脳血管障害(2):小テスト、特徴的な症状および障害と対応する評価 授業内容の復習と配布資料を事前に読んでおくこと

脳血管障害(3)：小テスト、回復期のリハビリテーション・作業療法について 授業内容の復習と配布資料を事前に読んでおくこと

脳血管障害(4)：小テスト、生活期のリハビリテーション・作業療法について 授業内容の復習と配布資料を事前に読んでおくこと

頭部外傷(1)：小テスト、定義、疫学、分類 授業内容の復習と配布資料を事前に読んでおくこと

頭部外傷(2)：小テスト、代表的な障害像と評価、介入方法 授業内容の復習と配布資料を事前に読んでおくこと

１．代表的な中枢神経疾患および障害の種類を挙げることができる
２．中枢神経疾患および障害の特徴について、解剖学、生理学を利用して説明することができる
３．中枢神経障害に対する作業療法の典型的な介入方法を挙げることができる

身体機能作業療法学Ⅰ（中枢神経障害）

山川　敦史 ・ 岩本　優士

中枢神経疾患のうち、作業療法の対象となることが多く、国家試験に出題されることも多い以下の疾患を取り扱います。
脳血管障害（脳梗塞、脳出血等）、頭部外傷、脊髄損傷、パーキンソン病、多発性硬化症、脊髄小脳変性症、筋萎縮性側索硬化症、これらの疾患について、医
学的知識をはじめ、特徴的な心身機能・身体構造障害と、それによって生じる活動制限、参加制約の具体的な内容について教授します。授業の冒頭では、
前回の内容について、国家試験の過去問題を利用した小テストを実施します。

DPとの関連

※DP：ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）＝卒業までに身に付けるべき資質・能力

①平和を希求する心と豊かな人間性を身につける

②修得した専門知識・技術を基盤にした総合的臨床能力を身につける

③高い倫理観をもち、自己を変革しつづける能力を身につける

④地域社会・国際社会と協働し、人々の健康生活のニーズに対応できる能力を身につける



科目コード R7018 授業科目名

履修区分 必修 開講期 2年 前期 授業回数 15回 単位数 1単位

担当者

授業の概要

―

◎

△

△

到達目標

履修上の
注意事項

回数

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

教員からの
メッセージ

教員との
連絡方法

実務経験の
ある教員

課題の作成では、指定された範囲をしっかりと読み、要点をまとめること。

kawabata@hcu.ac.jpにまず連絡をください。

精神障害領域での実務経験を伴う作業療法士による講義である。
臨床での経験に基づいて精神障害作業療法の治療構造と回復期に沿った実践の流れについて示す。

参考書

精神疾患の理解と精神科作業療法　第3版 朝田隆・中島直・堀田英樹 (中央法規出版株式会社) 978-4-8058-5980-3

精神機能作業療法学　第3版 小林夏子　編 医学書院 978-4-260-03944-4

成績
評価方法

期末試験70％（本試験で6割超えていない場合は再試験該当となる。再々試験はしない。）小テスト10％
各回の課題10％（提出の有無、内容により評価する。）、レポート10％（提出の有無、内容により評価する。）

ただし、受験資格を満たしていない場合は評価の対象としない。

教科書

書名・著者（出版社） ISBNコード

生活を支援する精神障害作業療法　第2版 香山明美・小林正義　他　編 (医歯薬出版株式会社)  978-4-263-21933-1

地域生活支援：就労支援、福祉サービス・制度、家族支援・当事者支援 就労支援について配布プリントにまとめる(60分）

グループワーク：社会的入院について（事前の動画学習を含む）
事前に指定の動画を学習し、プリントを完成させる(60
分）

作業療法のリスクマネジメント、科目のまとめ
作業療法のリスクマネジメントについて復習する(60
分）

地域生活支援：外来作業療法・デイケア・訪問

心神喪失者等医療観察法について配布プリントにまと
める(60分）

地域生活支援：地域生活支援の視点、再発予防、ケアマネジメント・連携
地域生活支援の視点、再発予防について配布プリントに
まとめる(60分）

外来作業療法・デイケア・訪問について配布プリントにま
とめる(60分）

退院支援： 心神喪失者等医療観察法とその支援

急性期作業療法の考え方と実際：急性期の心理教育、家族支援、連携のポイント
急性期作業療法について復習し、問題プリントを解く
(60分）

退院支援：回復期・維持期の状態像、基本的な考え方とアプローチの留意点
回復期・維持期の状態像について配布プリントにまとめ
る(60分）

退院支援： 退院促進と退院支援の実際
退院支援の基本的な考え方について復習し、問題プリン
トを解く(60分）

毎回の授業に予習課題または復習課題が課せられます。この課題を完成させているかのチェックは授業開始時に行います。授業中の私語、及び携帯電話・
スマートフォンの使用は禁止します。また、携帯電話・スマートフォンの撮影機能で板書された内容を記録することも禁止します。資料配布は予備の配布は
しませんので、紛失した場合は他の学生からコピー等をしてください。

授業計画

講義内容 事前・事後学修

オリエンテーション、精神保健医療福祉の動向
精神保健医療福祉の流れ・歴史について動画を鑑賞し、
自身の考えを配布プリントにまとめる(60分）

早期退院・退院支援と地域生活支援、作業療法士の役割と課題
精神科における作業療法士の役割について、自身の考
えを配布プリントにまとめる(60分）

その人らしい生活、個別性と主体性
その人らしい生活について、自身の考えを配布プリント
にまとめる(60分）

疾病とその回復過程
各回復期の役割について復習し、問題プリントを解く
(60分）

急性期作業療法：早期介入の考え方、急性期の状態像の理解
統合失調症亜急性期の状態像とその特徴を配布プリン
トにまとめる(60分）

急性期作業療法：急性期の作業療法；基本的プログラム、回復状態の指標
急性期作業療法の基本的なプログラムの目的について
配布プリントにまとめる(60分）

精神保健医療福祉の流れ・歴史について理解し、「社会的入院」について自身の考えを述べることができるようになる。
精神障害、特に統合失調患者の特性を掴み、おおよそのイメージができるようになる。
精神障害作業療法の治療構造と回復期に沿った実践の流れについて説明できるようになる。

精神機能作業療法学

川畑　なみ

精神機能領域の対象者の理解と作業療法の基本的な考え方や治療構造、作業療法の実践に関する基礎的な知識について理解・説明できることを目的と
する。

DPとの関連

※DP：ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）＝卒業までに身に付けるべき資質・能力

①平和を希求する心と豊かな人間性を身につける

②修得した専門知識・技術を基盤にした総合的臨床能力を身につける

③高い倫理観をもち、自己を変革しつづける能力を身につける

④地域社会・国際社会と協働し、人々の健康生活のニーズに対応できる能力を身につける



科目コード R7019 授業科目名

履修区分 必修 開講期 2年 後期 授業回数 15回 単位数 1単位

担当者

授業の概要

△

―

◎

―

到達目標

履修上の
注意事項

回数

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

教員からの
メッセージ

教員との
連絡方法

実務経験の
ある教員

神経解剖学、神経生理学、神経内科学について関係する教科書類をいつでも確認できるようにしましょう。小テストで分からなかったところをそのままに
しないで、積極的に調べて補うようにしてください。

各研究室に在室しているときは原則受け付けます．事前に以下まで申し出てください。
山川　敦史　研究室308 メール：lily-drg@hcu.ac.jp
岩本　優士　研究室212 メール：iwamoto@hcu.ac.jp

山川　敦史：作業療法士として病院（入院・外来）および在宅（訪問）の臨床経験をふまえ、知見を交えた講義を行います。
岩本　優士：作業療法士として病院（急性期・回復期）および地域での臨床経験をふまえ、知見を交えた講義を行います。

参考書

身体機能作業療法学　第4版	山口　昇ほか（編）	医学書院 978-4-260-04682-4

標準作業療法学専門基礎分野　神経内科学	（編）川平　和美	　医学書院 978-4-7583-2044-3

成績
評価方法

期末試験（筆記）100% 各回で用いた国家試験過去問題を改変して出題します。

ただし、受験資格を満たしていない場合は評価の対象としない。

教科書

書名・著者（出版社） ISBNコード

資料を配布します

知識確認(12)：多発性硬化症の作業療法〜過去問題の模範解答作成と発表
実技演習(12)：動作分析(2)〜移乗動作

ノートを作成し、知識をまとめておく。
実技のポイントをメモしておくこと。

知識確認(13)：パーキンソン病の作業療法〜過去問題の模範解答作成と発表
実技演習(13)：動作分析(3)〜歩行動作

ノートを作成し、知識をまとめておく。
実技のポイントをメモしておくこと。

知識確認(14)：脊髄小脳変性症の作業療法〜過去問題の模範解答作成と発表
実技演習(14)：動作分析(4)〜食事動作

ノートを作成し、知識をまとめておく。
実技のポイントをメモしておくこと。

知識確認(9)：頭部外傷の分類、障害像と評価〜過去問題の模範解答作成と発表
実技演習(9)：上肢への介入（書字動作）

ノートを作成し、知識をまとめておく。
実技のポイントをメモしておくこと。

知識確認(10)：頭部外傷の作業療法〜過去問題の模範解答作成と発表
実技演習(10)：上肢への介入（食事動作）

ノートを作成し、知識をまとめておく。
実技のポイントをメモしておくこと。

知識確認(11)：筋萎縮性側索硬化症の作業療法〜過去問題の模範解答作成と発表
実技演習(11)：動作分析(1)-起居動作

ノートを作成し、知識をまとめておく。
実技のポイントをメモしておくこと。

知識確認(6)：脊髄損傷の分類、髄節レベル別特徴の整理
実技演習(6)：起き上がり動作への介入

ノートを作成し、知識をまとめておく。
実技のポイントをメモしておくこと。

知識確認(7)：脊髄損傷の作業療法(1)〜過去問題の模範解答作成と発表
実技練習(7)：坐位への介入

ノートを作成し、知識をまとめておく。
実技のポイントをメモしておくこと。

知識確認(8)：脊髄損傷の作業療法(2)〜過去問題の模範解答作成と発表
実技演習(8)：歩行への介入

ノートを作成し、知識をまとめておく。
実技のポイントをメモしておくこと。

原則、実習着を着用して受講してください。また、国家試験過去問題を用いたグループワークでは、模範解答を作成するために資料が必要となります。神
経内科学、R7017身体機能作業療法学Ⅰ（中枢神経障害）の講義資料など、各自用意して講義に臨んでください。

授業計画

講義内容 事前・事後学修

オリエンテーション
片麻痺の擬似的体験：片麻痺の特徴を擬似的に体験する

実習着・もしくはジャージを準備しておくこと。演習後は
学習内容をまとめておくこと。

知識確認(1)：中枢神経系の解剖学・生理学の過去問題をグループワーク
実技演習(1)：脳血管障害　急性期の関節可動域の観察・評価

神経内科学のテキストを用い、事前学習しておく。

知識確認(2)：脳血管障害の定義・分類、神経内科学の基礎事項を調べる
実技演習(2)：Brunnstrom Stageの評価法の実技練習

評価学の資料を用いて、事前学習しておく。

知識確認(3)：脳梗塞の分類、中枢神経障害の基礎、Brunnstrom Stage復習
実技演習(3)：肩甲帯、肩関節のROM-ex

神経内科学、神経生理学を復習しておくこと。

知識確認(4)：脳血管障害の作業療法〜過去問題の模範解答作成と発表
実技演習(4)：肘関節、前腕、手関節のROM-ex

利用した問題を各自ノートにまとめておく。

知識確認(5)：脊髄損傷の定義、分類〜神経内科学等を用いて知識整理
実技演習(5)：寝返り動作への介入

ノートを作成し、知識をまとめておく。
実技のポイントをメモしておくこと。

１．代表的な中枢神経障害および疾患について、国家試験過去問題を利用し、模範解答を行うことができる。
２．脳血管障害などの中枢神経障害の動作の特徴を挙げることができる。
３．脳血管障害などの中枢神経障害の活動上の特徴を実演し、専門用語を使って説明できる。

身体機能作業療法学演習Ⅰ

山川　敦史 ・ 岩本　優士

１．R7017身体機能作業療法学演習１（中枢神経障害）の履修内容を基盤とし、より実践的に演習を行います。国家試験の過去問題から、臨床医学と専門
基礎、専門実地問題を準備しますので、グループ単位で演習形式で取り組み、発表します。
２．脳血管障害を中心に、臨床的な評価技術（ブルンストロームステージ、動作分析など）の実技練習、基礎的な心身機能・身体構造障害や活動制限に対す
る介入方法を紹介し、実技練習を行います。

DPとの関連

※DP：ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）＝卒業までに身に付けるべき資質・能力

①平和を希求する心と豊かな人間性を身につける

②修得した専門知識・技術を基盤にした総合的臨床能力を身につける

③高い倫理観をもち、自己を変革しつづける能力を身につける

④地域社会・国際社会と協働し、人々の健康生活のニーズに対応できる能力を身につける



科目コード R7020 授業科目名

履修区分 必修 開講期 2年 後期 授業回数 15回 単位数 1単位

担当者

授業の概要

―

◎

△

△

到達目標

履修上の
注意事項

回数

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

教員からの
メッセージ

教員との
連絡方法

実務経験の
ある教員

主な対象となる疾患の精神医学的特徴と作業療法の展開方法について説明できるようになる。

精神機能作業療法学演習Ⅰ

川畑　なみ

精神医学的知識と障害構造論に基づき，回復段階に応じた精神障害に対する作業療法の基本的な治療理論について理解する。

DPとの関連

※DP：ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）＝卒業までに身に付けるべき資質・能力

①平和を希求する心と豊かな人間性を身につける

②修得した専門知識・技術を基盤にした総合的臨床能力を身につける

③高い倫理観をもち、自己を変革しつづける能力を身につける

④地域社会・国際社会と協働し、人々の健康生活のニーズに対応できる能力を身につける

各疾患の授業の終了回の翌週に小テストを行います。遅刻・欠席で受験できなかった場合は評価の対象になりませんので注意してください。授業では各疾
患についてグループディスカッションで理解を深めます。授業中の私語、及び携帯電話・スマートフォンの使用は禁止します。配布資料は予備の配布はしま
せんので、紛失した場合は他学生からコピー等をしてください。

授業計画

講義内容 事前・事後学修

オリエンテーション、認知機能リハビリテーション 認知機能リハビリテーションについて復習する(60分）

統合失調症の作業療法① 統合失調症の過去問プリントを解く(60分）

統合失調症の作業療法②
統合失調症の作業療法について過去問で復習し、小テ
スト対策をする(60分）

気分障害(うつ病・双極性障害）の作業療法① 気分障害の過去問プリントを解く(60分）

気分障害(うつ病・双極性障害）の作業療法②
気分障害の作業療法について過去問で復習し、小テスト
対策をする(60分）

神経症性障害の作業療法① 神経症性障害の過去問プリントを解く(60分）

神経症性障害の作業療法②
神経症性障害の作業療法について過去問で復習し、小
テスト対策をする(60分）

摂食障害の作業療法①
摂食障害の作業療法について過去問で復習し、小テスト
対策をする(60分）

パーソナリティ障害の作業療法① パーソナリティ障害の過去問プリントを解く(60分）

物質関連障害（薬物依存・アルコール依存）の作業療法②

パーソナリティ障害の作業療法について過去問で復習
し、小テスト対策をする(60分）

物質関連障害（薬物依存・アルコール依存）の作業療法① 物質関連障害の過去問プリントを解く(60分）

物質関連障害の作業療法について過去問で復習し、小
テスト対策をする(60分）

パーソナリティ障害の作業療法②

てんかんの作業療法① てんかんの過去問プリントを解く(60分）

てんかんの作業療法②
てんかんの作業療法について過去問で復習し、小テスト
対策をする(60分）

科目のまとめ
授業で説明のあった期末試験対策のポイントをまとめ
る(60分）

成績
評価方法

期末試験90％、小テスト10％

ただし、受験資格を満たしていない場合は評価の対象としない。

教科書

書名・著者（出版社） ISBNコード

精神疾患の理解と精神科作業療法　第3版 朝田隆・中島直・堀田英樹 (中央法規出版株式会社) 978-4-8058-5980-3

生活を支援する精神障害作業療法　第2版 香山明美・小林正義　他　編 (医歯薬出版株式会社) 978-4-263-21933-1

参考書

精神機能作業療法学　第3版 小林夏子　編 （医学書院） 978-4-260-03944-4

各疾患の事前学習のプリント（過去問）は必ず次回の授業までに実施し、グループディスカッションには自主的・積極的に取り組んでください。

kawabata@hcu.ac.jpにまず連絡をください。

精神障害領域での実務経験を伴う作業療法士による講義である。
臨床での経験に基づいて疾患別の作業療法の展開方法を示す。

標準理学療法学・作業療法学専門基礎分野　精神医学（第４版　増補版） 編集：上野　武治 （医学書院） 978-4-2600-4476-9



科目コード R7021 授業科目名

履修区分 必修 開講期 2年 後期 授業回数 15回 単位数 1単位

担当者

授業の概要

◎

○

○

○

到達目標

履修上の
注意事項

回数

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

教員からの
メッセージ

教員との
連絡方法

実務経験の
ある教員

授業はアクション・リアクションによるコミュニケーションで成り立ちます。積極的に楽しみながら受講してください。

パソコンのアドレスまでメールを送ってください。aya.72710@hcu.ac.jp

小児専門の作業療法士として、15年間の病院での勤務経験を持つ作業療法士。その間に担当した子どもは約600人。こちらの経験を基に障害を持つ子
どもの作業療法実践について、楽しみながら学ぶことができる授業です。事例動画は担当教員の実際の作業療法場面を使用します。

参考書

成績
評価方法

期末試験（60％）・提出物（40％）にて総合評価します。

ただし、受験資格を満たしていない場合は評価の対象としない。

教科書

書名・著者（出版社） ISBNコード

標準作業療法学発達過程作業療法学・福田恵美子（医学書院） 978-4-260-01758-9

事例呈示による作業療法を考える②：小グループでのディスカッション
グループディスカッションで得られた気づきをまとめる
（60分）。

事例呈示による作業療法を考える③：教員によるデモンストレーション
自分たちが考えた作業療法と教員による作業療法の違
いについて考える（60分）。

第1回～14回までのダイジェストのまとめ
この授業を振り返り、子どもの発達を促すために何が重
要であるかを振り返る（60分）。

子どもの発達を促す作業療法：事例④の実践場面動画（重症心身障害）
重症心身障害を持つの子どもへの作業療法をイメージ
しておく（60分）。

子どもの発達を促す作業療法：事例④の実践場面の実技 実践した実技を復習する（60分）。

事例呈示による作業療法を考える①：各自で取り組む 事例に対する作業療法をイメージする（60分）。

子どもの発達を促す作業療法：事例②の実践場面の実技 実践した実技を復習する（60分）。

子どもの発達を促す作業療法：事例③の実践場面動画（脳性麻痺）
脳性麻痺を持つの子どもへの作業療法をイメージして
おく（60分）。

子どもの発達を促す作業療法：事例③の実践場面の実技 実践した実技を復習する（60分）。

・課題の提出期限を守ってください
・配布資料は大事に保管してください
・授業態度が不適切な場合は、厳重注意をすることがあります

授業計画

講義内容 事前・事後学修

オリエンテーション：子どもと接する時のポイントについて
子ども、特に幼児と接する時のイメージしておく（60
分）。

子どもの発達について①：0歳～1歳までの発達について実技を交えて 実践した実技を復習する（60分）。

子どもの発達について②：1歳以降の発達について実技を交えて 実践した実技を復習する（60分）。

子どもの発達を促す作業療法：事例①の実践場面動画（定型発達）
定型発達の子どもへの作業療法をイメージしておく
（60分）。

子どもの発達を促す作業療法：事例①の実践場面の実技 実践した実技を復習する（60分）。

子どもの発達を促す作業療法：事例②の実践場面動画（発達障害）
発達障害を持つの子どもへの作業療法をイメージして
おく（60分）。

・子どもとの信頼を築く方法を3つ列挙できる
・障害を持つ子どもへの関わり方について、配慮する点について3つ列挙できる
・自分と違う考え方があることを知ることで、自分の視野を広げられる

発達過程作業療法学

平尾　文

子どもの発達をふまえて、作業療法士としてどのように関わっていくかを具体的に考え、学びます。
※例えば遊びの誘いにのってこない子どもが、「ついつい参加したくなる方法」についてグループディスカッションを実施し、その後実践例を学びます。

DPとの関連

※DP：ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）＝卒業までに身に付けるべき資質・能力

①平和を希求する心と豊かな人間性を身につける

②修得した専門知識・技術を基盤にした総合的臨床能力を身につける

③高い倫理観をもち、自己を変革しつづける能力を身につける

④地域社会・国際社会と協働し、人々の健康生活のニーズに対応できる能力を身につける



科目コード R7022 授業科目名

履修区分 必修 開講期 2年 後期 授業回数 15回 単位数 1単位

担当者

授業の概要

◎

○

○

○

到達目標

履修上の
注意事項

回数

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

教員からの
メッセージ

教員との
連絡方法

実務経験の
ある教員

・子どもと一瞬で仲良くなる方法を3つ列挙できる
・障害を持つ子どもへの関わり方について、配慮する点を3つ列挙できる
・自分と違う考え方があることを理解することで、自分の視野を広げられる

発達過程作業療法学演習Ⅰ

平尾　文

子どもの発達を考え、作業療法士としてどのように関わっていくかを具体的に実技を交えて学びます。
※例えば、初対面の子どもと一瞬で仲良くなる方法は？を一緒に考え、実技も行います。
発達領域の作業療法士の役割について考え、学びます。教員が一方的に伝えるだけでなく、少人数でのグループディスカッションを取り入れ、自分たちの
考えを発表し合います。

DPとの関連

※DP：ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）＝卒業までに身に付けるべき資質・能力

①平和を希求する心と豊かな人間性を身につける

②修得した専門知識・技術を基盤にした総合的臨床能力を身につける

③高い倫理観をもち、自己を変革しつづける能力を身につける

④地域社会・国際社会と協働し、人々の健康生活のニーズに対応できる能力を身につける

・課題の提出期限を守ってください
・配布資料は大事に保管してください
・授業態度が不適切な場合は、厳重注意をすることがあります

授業計画

講義内容 事前・事後学修

オリエンテーション・診療報酬について考える 診療報酬とは何かについて事前に調べる（60分）。

作業療法の診療報酬について①：病院での診療報酬を計算する 作業療法の診療報酬について事前に調べる（60分）。

作業療法の診療報酬について②：自分が受けたい作業療法を考える
作業療法の診療報酬について、知り得たことを復習す
る（60分）。

作業療法の診療報酬について③：グループディスカッション
作業療法の診療報酬について、自分の考えをまとめる
（60分）。

作業療法の治療について動画を用いて事例検討①
事例自身が持っている力について、「できる」のイメージ
を持つ（60分）。

作業療法の治療について動画を用いて事例検討②
事例自身が持っている力について、「できる」のイメージ
を持つ（60分）。

作業療法の治療について動画を用いて事例検討③
事例自身が持っている力について、「できる」のイメージ
を持つ（60分）。

事例についての作業療法評価→実施を考える：各自で取り組む 作業療法評価→実施に対するイメージを持つ（60分）。

事例についての作業療法評価→実施を考える：小グループでのディスカッション
グループディスカッションで得られた気づきをまとめる
（60分）。

事例についてのICFを考える①：各自で取り組む 事例に対してのICFをイメージする（60分）。

事例についてのICFを考える②：小グループでのディスカッション
グループディスカッションで得られた気づきをまとめる
（60分）。

事例についての作業療法実施までを小グループで発表① 事例に対しての作業療法実施をイメージする（60分）。

事例についての作業療法実施までを小グループで発表② 事例に対しての作業療法実施をイメージする（60分）。

事例についての作業療法実施までを教員によるデモンストレーション
自分たちが考えた作業療法と教員による作業療法の違
いについて考える（60分）。

まとめ　1回～14回授業のダイジェストを振り返る 1～14回授業の大切な所を確認する（60分）。

成績
評価方法

期末試験（60％）・提出物（40％）にて総合評価します。

ただし、受験資格を満たしていない場合は評価の対象としない。

教科書

書名・著者（出版社） ISBNコード

イラストでわかる発達障害の作業療法・上杉雅之（医歯薬出版株式会社） 978-4-263-21717-7

参考書

授業はアクション・リアクションによるコミュニケーションで成り立ちます。積極的に楽しみながら受講してください。

パソコンのアドレスまでメールを送ってください。aya.72710@hcu.ac.jp

小児専門の作業療法士として、15年間の病院での勤務経験を持つ作業療法士。その間に担当した子どもは約600人。こちらの経験を基に障害を持つ子
どもの作業療法実践について、楽しみながら学ぶことができる授業です。



科目コード R7023 授業科目名

履修区分 必修 開講期 3年 前期 授業回数 15回 単位数 1単位

担当者

授業の概要

○

◎

○

○

到達目標

履修上の
注意事項

回数

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

教員からの
メッセージ

教員との
連絡方法

実務経験の
ある教員

授業はアクション・リアクションによるコミュニケーションで成り立ちます。積極的に楽しみながら受講してください。

パソコンのアドレスまでメールを送ってください。aya.72710@hcu.ac.jp

小児専門の作業療法士として、15年間の病院での勤務経験を持つ作業療法士。その間に担当した子どもは約600人。こちらの経験を基に障害を持つ子
どもの作業療法実践について、楽しみながら学ぶことができる授業です。

参考書

成績
評価方法

期末試験（60％）・提出物（40％）にて総合評価します。

ただし、受験資格を満たしていない場合は評価の対象としない。

教科書

書名・著者（出版社） ISBNコード

標準作業療法学発達過程作業療法学・福田恵美子（医学書院） 978-4-260-01758-9

その1～４についての発表（後半グループ）
他グループの発表について、自分の考えと比較してみる
（60分）。

他職種からの相談内容について教員によるデモンストレーション
自分たちが考えた作業療法と教員による作業療法の違
いについて考える（60分）。

まとめ　1回～14回授業のダイジェストを振り返る 1～14回授業の大切な所を確認する（60分）。

他職種からの相談内容について考える その4：各自で取り組む
他職種からの相談内容についてイメージしてみる（60
分）。

他職種からの相談内容について考える その4：小グループでのディスカッション
グループディスカッションで得られた気づきをまとめる
（60分）。

その1～４についての発表（前半グループ）
他グループの発表について、自分の考えと比較してみる
（60分）。

他職種からの相談内容について考える その2：小グループでのディスカッション
グループディスカッションで得られた気づきをまとめる
（60分）。

他職種からの相談内容について考える その3：各自で取り組む
他職種からの相談内容についてイメージしてみる（60
分）。

他職種からの相談内容について考える その3：小グループでのディスカッション
グループディスカッションで得られた気づきをまとめる
（60分）。

・課題の提出期限を守ってください
・配布資料は大事に保管してください
・授業態度が不適切な場合は、厳重注意をすることがあります

授業計画

講義内容 事前・事後学修

オリエンテーション・小児リハと支援制度について 小児リハ支援制度について調べる（60分）。

障害を持つ子どもの教育の場について①：地域の学校
障害を持つ子どもが地域の学校に通うイメージしてみ
る（60分）。

障害を持つ子どもの教育の場について②：特別支援学校
障害を持つ子どもが特別支援学校に学校に通うイメー
ジをしてみる（60分）。

他職種からの相談内容について考える その1：各自で取り組む
他職種からの相談内容についてイメージしてみる（60
分）。

他職種からの相談内容について考える その1：小グループでのディスカッション
グループディスカッションで得られた気づきをまとめる
（60分）。

他職種からの相談内容について考える その2：各自で取り組む
他職種からの相談内容についてイメージしてみる（60
分）。

・子どもと関わる時に気を付けることを3つ列挙できる
・子どもの笑顔を引き出す方法を3つ列挙できる
・他職種の立場に立って、対象者のことを考えることができる

発達過程作業療法学演習Ⅱ

平尾　文

子どもの発達と障害の部分を理解し、作業療法士としてどのように関わっていくのかを具体的な実技・実演を交えて学びます。
発達領域の作業療法士としての役割について、また他職種との連携についても主体的に学びます。

DPとの関連

※DP：ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）＝卒業までに身に付けるべき資質・能力

①平和を希求する心と豊かな人間性を身につける

②修得した専門知識・技術を基盤にした総合的臨床能力を身につける

③高い倫理観をもち、自己を変革しつづける能力を身につける

④地域社会・国際社会と協働し、人々の健康生活のニーズに対応できる能力を身につける



科目コード R7024 授業科目名

履修区分 必修 開講期 3年 前期 授業回数 15回 単位数 1単位

担当者

授業の概要

○

◎

○

△

到達目標

履修上の
注意事項

回数

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

教員からの
メッセージ

教員との
連絡方法

実務経験の
ある教員

2年次に経験した見学実習で臨床を見た後に、作業療法士の土台となる考え方を学ぶ時間にして下さい。作業療法士は、どの様に人の作業をみつめ、治
療的に活用するのかを学びます。臨床実践をしていく上で、何を考えることが必要かを学んで下さい。

303研究室に在室中は、いつでも質問・相談などにきて下さい。連絡方法には、大学のメール（miyazhiroy@hcu.ac.jp）を使用して下さい。

参考書

作業療法概論  日本作業療法士協会編 協同医書出版社 978-4-7639-2118-5

作業療法の世界 鎌倉矩子・他 三輪書店 4-89590-148-3

成績
評価方法

受講シート・ワークシート30％と期末試験７０％

ただし、受験資格を満たしていない場合は評価の対象としない。

教科書

書名・著者（出版社） ISBNコード

作業療法の理論　原著第4版 Gary Kielhofner 医学書院 978-4-260-01975-0

作業療法を観る　菊池恵美子・斉藤佑樹　シービーアール 9784908083167

作業療法の理論① 受講感想・気づきシート作成（60分）

作業療法の理論②・作業療法を観る⑤ 受講シート・ワークシート作成（60分）

作業療法の理論③・作業療法を観る⑥ 受講シート・ワークシート作成（60分）

作業療法実践の仕組み③：問題点抽出と焦点化・目標設定・作業療法介入計画立案 受講感想・気づきシート作成（60分）

作業療法実践の仕組み④：症例報告サマリーに記載するための演習１ 受講感想・気づきシート作成（60分）

作業療法実践の仕組み⑤：症例報告サマリーに記載するための演習２ 受講感想・気づきシート作成（60分）

AOTA作業遂行モデル③ 受講感想・気づきシート作成（60分）

作業療法実践の仕組み①：処方・面接・情報収集 受講感想・気づきシート作成（60分）

作業療法実践の仕組み②：初期評価計画立案と評価結果からの検討事項 受講感想・気づきシート作成（60分）

資料と教科書は必ず授業前に準備し、講義に間に合うように臨んでください。また、配布するプリントは、重複して説明することがあるので、毎回持参して
ください。

授業計画

講義内容 事前・事後学修

オリエンテーション・DVD鑑賞・作業療法を観る① 受講感想・気づきシートとワークシート作成（60分）

作業療法を観る② ワークシート作成（60分）

作業療法を観る③ ワークシート作成（60分）

作業療法を観る④ ワークシート作成（60分）

AOTA作業遂行モデル① 受講感想・気づきシート作成（60分）

AOTA作業遂行モデル② 受講感想・気づきシート作成（60分）

作業療法における作業を治療的に活用することを理論的に理解し方法を説明できる。
作業療法におけるプロセスの詳細を理解し説明できる。
作業療法が人間をどの様に見るのか、作業療法が取り組む問題は何か、を中心に理解し説明ができる。

作業療法治療学総論（理論）

宮崎　洋幸

作業療法概論で履修した作業療法の歴史的な変遷・現代の作業療法の役割を理解した上で、作業療法に関する基本的な理論について概観する。その中
で、作業療法が人間をどの様に見つめ、作業遂行機能が低下した対象者の生活や能力的な問題を「いかに解決するのか」を修得する。対象者の残存能力や
適応力を引き出す作業療法が持つ、専門的な観点や専門用語などについて修得する。

DPとの関連

※DP：ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）＝卒業までに身に付けるべき資質・能力

①平和を希求する心と豊かな人間性を身につける

②修得した専門知識・技術を基盤にした総合的臨床能力を身につける

③高い倫理観をもち、自己を変革しつづける能力を身につける

④地域社会・国際社会と協働し、人々の健康生活のニーズに対応できる能力を身につける



科目コード R7025 授業科目名

履修区分 必修 開講期 3年 前期 授業回数 8回 単位数 1単位

担当者

授業の概要

―

◎

○

○

到達目標

履修上の
注意事項

回数

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

教員からの
メッセージ

教員との
連絡方法

実務経験の
ある教員

　対象者の機能障害のみならず、生活障害を常にイメージしながら予習、復習を行うとよい。

　以下の研究室に在室しているときには基本的に対応可能ですが、メール等で予約をしておいた方が確実です。
　　髙島　千敬：301研究室　takashima@hcu.ac.jp

　病院での実務経験を活かし、作業療法評価の目的や具体的な方法について教育する。

参考書

動画でわかる呼吸リハビリテーション 第4版・	高橋仁美、他・編（	中山書店） 978-4-521-73672-3

心臓リハビリテーション・上月正博　編著（医歯薬出版株式会社） 978-4-263-21870-9

成績
評価方法

期末試験80%、小テスト20%

ただし、受験資格を満たしていない場合は評価の対象としない。

教科書

書名・著者（出版社） ISBNコード

身体機能作業療法学　第４版・山口 昇、他・編（医学書院） 978-4-260-04682-4

がんのリハビリテーション・辻哲也・編（医学書院） 978-4-260-03440-1

代謝疾患、下部尿路障害、腎臓疾患 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

がん 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

教科書と配布資料で講義を行う。講義中のスマートフォンの使用は禁止、私語も慎むこと。
講義内容の理解を確認するために、定期的に小テストを実施する。

授業計画

講義内容 事前・事後学修

運動器疾患（1） 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

運動器疾患（2） 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

運動器疾患（３） 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

筋疾患 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

呼吸器疾患 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

心大血管疾患 講義内容の復習を行い、理解を深める（60分）

1.　代表的な運動器疾患・筋疾患・内部障害、がんの機能障害や活動制限や参加の制約を説明できる。
2.　代表的な運動器疾患・筋疾患・内部障害、がんへの作業療法の概要を説明できる。

身体機能作業療法学Ⅱ（内部障害・運動器系）

髙島　千敬

　運動器疾患や筋疾患、内部障害（呼吸器疾患、循環器疾患、代謝疾患等）、がんについて、その症状と生活機能障害のつながりを解説し、作業療法の評価、
治療の概要について教授する。

DPとの関連

※DP：ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）＝卒業までに身に付けるべき資質・能力

①平和を希求する心と豊かな人間性を身につける

②修得した専門知識・技術を基盤にした総合的臨床能力を身につける

③高い倫理観をもち、自己を変革しつづける能力を身につける

④地域社会・国際社会と協働し、人々の健康生活のニーズに対応できる能力を身につける



科目コード R7026 授業科目名

履修区分 必修 開講期 3年 前期 授業回数 15回 単位数 1単位

担当者

授業の概要

―

◎

○

○

到達目標

履修上の
注意事項

回数

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

教員からの
メッセージ

教員との
連絡方法

実務経験の
ある教員

　事例検討や実技が中心となる事例検討では事前に資料を配布するので、ワークシートにしっかりと取り組み講義に臨むこと。

　以下の研究室に在室しているときには基本的に対応可能ですが、メール等で予約をしておいた方が確実です。
　　髙島　千敬：301研究室　takashima@hcu.ac.jp

　病院での実務経験を活かし、作業療法評価の目的や具体的な方法について教育する。

参考書

動画でわかる呼吸リハビリテーション 第4版・	高橋仁美、他・編（	中山書店） 978-4-521-73672-3

心臓リハビリテーション・上月正博　編著（医歯薬出版株式会社） 978-4-263-21870-9

成績
評価方法

期末試験80％、小テスト20％

ただし、受験資格を満たしていない場合は評価の対象としない。

教科書

書名・著者（出版社） ISBNコード

身体機能作業療法学　第４版・山口 昇、他・編（医学書院） 978-4-260-04682-4

がんのリハビリテーション・辻哲也・編（医学書院） 978-4-260-03440-1

がん  （1）
事前に提示された事例のワークシートを作成する。小テ
ストを実施する場合には講義の復習も行う。（60分）

がん  （2）
事前に提示された事例のワークシートを作成する。小テ
ストを実施する場合には講義の復習も行う。（60分）

急性期の作業療法 講義内容の復習を行い理解を深める。（60分）

心大血管疾患（２）
事前に提示された事例のワークシートを作成する。小テ
ストを実施する場合には講義の復習も行う。（60分）

代謝疾患
事前に提示された事例のワークシートを作成する。小テ
ストを実施する場合には講義の復習も行う。（60分）

下部尿路障害、下肢慢性創傷等
事前に提示された事例のワークシートを作成する。小テ
ストを実施する場合には講義の復習も行う。（60分）

呼吸器疾患  （1）
事前に提示された事例のワークシートを作成する。小テ
ストを実施する場合には講義の復習も行う。（60分）

呼吸器疾患  （２）
事前に提示された事例のワークシートを作成する。小テ
ストを実施する場合には講義の復習も行う。（60分）

心大血管疾患（1）
事前に提示された事例のワークシートを作成する。小テ
ストを実施する場合には講義の復習も行う。（60分）

教科書や資料を活用して講義する。講義中のスマートフォンの使用は禁止、私語も慎むこと。
講義内容の理解を確認するために小テストを行う。

授業計画

講義内容 事前・事後学修

運動器疾患  （1）
事前に提示された事例のワークシートを作成する。小テ
ストを実施する場合には講義の復習も行う。（60分）

運動器疾患  （2）
事前に提示された事例のワークシートを作成する。小テ
ストを実施する場合には講義の復習も行う。（60分）

末梢神経障害（1）
事前に提示された事例のワークシートを作成する。小テ
ストを実施する場合には講義の復習も行う。（60分）

末梢神経障害（2）
事前に提示された事例のワークシートを作成する。小テ
ストを実施する場合には講義の復習も行う。（60分）

筋疾患  （1）
事前に提示された事例のワークシートを作成する。小テ
ストを実施する場合には講義の復習も行う。（60分）

筋疾患  （２）
事前に提示された事例のワークシートを作成する。小テ
ストを実施する場合には講義の復習も行う。（60分）

1.　代表的な運動器疾患・神経筋疾患・内部障害、がんへの作業療法評価、治療を説明できる。
2.　症例検討を通じて、これらの疾患への作業療法の要点を説明できる。

身体機能作業療法学演習Ⅱ

髙島　千敬

　運動器疾患や筋疾患、内部障害（呼吸器疾患、循環器疾患、代謝疾患等）、がんの作業療法介入について、実技や事例検討を通じて教授する。

DPとの関連

※DP：ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）＝卒業までに身に付けるべき資質・能力

①平和を希求する心と豊かな人間性を身につける

②修得した専門知識・技術を基盤にした総合的臨床能力を身につける

③高い倫理観をもち、自己を変革しつづける能力を身につける

④地域社会・国際社会と協働し、人々の健康生活のニーズに対応できる能力を身につける



科目コード R7027 授業科目名

履修区分 必修 開講期 3年 前期 授業回数 15回 単位数 1単位

担当者

授業の概要

△

◎

○

△

到達目標

履修上の
注意事項

回数

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

教員からの
メッセージ

教員との
連絡方法

実務経験の
ある教員

1. 高次脳機能を解剖学レベルで理解し説明できる。また、高次脳機能障害の症状・分類を理解する。
2. 高次脳機能障害の診療に関する基礎知識を学ぶ。更に、症候別の評価や介入などの実践を学ぶ。

高次脳機能作業療法学

宮崎　洋幸 ・ 岩本　優士

人間は脳を損傷することでさまざまな症状を呈する。そして、その多くが日常生活になんらかの影響をもたらせる。特に大脳は人間の心を宿している場所
でもあり、大脳のいずれかの損傷は人間の心になんらかの変化をもたらせることにもなる。
対象者の高次脳機能障害を臨床評価するためには、症状の理解が必要になる。この授業を通じて、高次脳機能の解剖学的視点、発達的視点、症候学的視
点からその症状の具体的内容を修得する。

DPとの関連

※DP：ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）＝卒業までに身に付けるべき資質・能力

①平和を希求する心と豊かな人間性を身につける

②修得した専門知識・技術を基盤にした総合的臨床能力を身につける

③高い倫理観をもち、自己を変革しつづける能力を身につける

④地域社会・国際社会と協働し、人々の健康生活のニーズに対応できる能力を身につける

配布するプリントは、重複して説明することがあるので、毎回持参するように心がけて下さい。また、授業を受ける際の準備として、学習のポイントを事前
に伝達します。特に各論の講義では、予習をしてポイントを抑えた上で受講してください。

授業計画

講義内容 事前・事後学修

オリエンテーション／テキストの説明／DVD鑑賞 受講シート・自主学習シート作成（60分）

脳の機能解剖・脳の発達と高次脳機能の獲得・基礎知識について 受講シート・自主学習シート作成（60分）

高次脳機能障害の概要 受講シート・自主学習シート作成（60分）

注意障害の作業療法 受講シート・自主学習シート作成（60分）

記憶障害の作業療法 受講シート・自主学習シート作成（60分）

失語症の作業療法 受講シート・自主学習シート作成（60分）

失行症の作業療法 受講シート・自主学習シート作成（60分）

失認の作業療法 受講シート・自主学習シート作成（60分）

半側空間無視の作業療法 受講シート・自主学習シート作成（60分）

遂行機能障害の作業療法 受講シート・自主学習シート作成（60分）

社会的行動障害の作業療法 受講シート・自主学習シート作成（60分）

高次脳機能障害の評価について 受講シート・自主学習シート作成（60分）

高次脳機能障害の治療について① 受講シート・自主学習シート作成（60分）

高次脳機能障害の治療について② 受講シート・自主学習シート作成（60分）

高次脳機能障害者の社会支援と自動車運転について／総括 受講シート・自主学習シート作成（60分）

成績
評価方法

提出課題および小テストなど30％・期末試験70％

ただし、受験資格を満たしていない場合は評価の対象としない。

教科書

書名・著者（出版社） ISBNコード

高次脳機能作業療法学 第2版 能登真一 編集 医学書院 978-4-260-013818-8

リハに役立つ脳画像 改訂第2版 酒向正春 監修 MEDICAL VIEW 978-4-7583-2013-9

参考書

高次脳機能障害マエストロ③ 鈴木孝治 他 医歯薬出版株式会社 978-4-263-21563-0

高次脳機能障害学 第3版 石合純夫 著 医歯薬出版株式会社 978-4-263-26651-9

リハビリテーションのための脳・神経科学入門 第2版 森岡周 著 協同医書出版社 9784763910790

高次脳機能障害を罹患されている対象者の理解につながる授業です。しっかりと知識を身につけて、理解できる土台を作っていきましょう。また、臨床で
関わる頻度が多い症状群ですから、復習・課題に取り組みながら充分な理解につなげていくように取り組みましょう。自主課題シート作成は、日頃の取り
組みが大切です。

研究室303室に在室中でしたら、いつでも質問・相談に寄って下さい。また、連絡方法としては、大学のメール（miyazhiroy@hcu.ac.jp）を使用して下
さい。



科目コード R7028 授業科目名

履修区分 必修 開講期 3年 前期 授業回数 15回 単位数 1単位

担当者

授業の概要

△

◎

○

△

到達目標

履修上の
注意事項

回数

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

教員からの
メッセージ

教員との
連絡方法

実務経験の
ある教員

高次脳機能障害を罹患されている対象者に実習で関わる際のスキルにつながります。しっかりと知識を身につけて、臨床での対応技能の土台を作ってい
きましょう。また、日頃から社会人としての対応能の練習と習慣化を意識しましょう。

登校可能の時期では、303研究室に在室中は、いつでも質問・相談などに来室下さい。
登校不可能な時期は、メールにて質問して下さい。宮崎研究室アドレス：miyazhiroy@hcu.ac.jp

参考書

高次脳機能障害学 第3版 石合純夫 著 医歯薬出版株式会社 978-4-263-26651-9

成績
評価方法

演習課題50％・レポート課題50％

ただし、受験資格を満たしていない場合は評価の対象としない。

教科書

書名・著者（出版社） ISBNコード

高次脳機能作業療法学 第2版 能登真一 編集 医学書院 978-4-260-013818-8

リハに役立つ脳画像 改訂第2版 酒向正春 監修 MEDICAL VIEW 978-4-7583-2013-9

初期評価計画立案演習①（ＯＲ・まとめシート説明・症例検討） 復習課題・受講シート作成（60分）

初期評価計画立案演習②（症例検討） 復習課題・受講シート作成（60分）

初期評価計画立案演習③（症例検討）／総括 復習課題・受講シート作成（60分）

高次脳機能検査法演習③（グループ調査） レポート課題作成（60分）

高次脳機能検査法演習④（グループ調査） レポート課題作成（60分）

高次脳機能検査法演習⑤（グループ調査） レポート課題作成（60分）

脳画像の見方・脳局在と症状の同定⑤　局在と想定される症状 復習課題・受講シート作成（60分）

高次脳機能検査法演習①（グループ調査） レポート課題作成（60分）

高次脳機能検査法演習②（グループ調査） レポート課題作成（60分）

資料と教科書は必ず授業前に準備し、講義に間に合うように臨んで下さい。また、配布するプリントは、重複して説明することがあるので、毎回持参するよ
うに心がけて下さい。

授業計画

講義内容 事前・事後学修

オリエンテーション／DVD視聴／高次脳機能障害の症例に対する臨床像 復習課題・受講シート作成（60分）

高次脳機能障害の症例に対する作業療法実施例 復習課題・受講シート作成（60分）

脳画像の見方・脳局在と症状の同定①　種々の画像診断機器・基礎 復習課題・受講シート作成（60分）

脳画像の見方・脳局在と症状の同定②　画像の特色など 復習課題・受講シート作成（60分）

脳画像の見方・脳局在と症状の同定③　局在と想定される症状 復習課題・受講シート作成（60分）

脳画像の見方・脳局在と症状の同定④　局在と想定される症状 復習課題・受講シート作成（60分）

1. 高次脳機能障害に対する評価を理解し説明できる。
2. 高次脳機能障害の各症状に対する具体的評価方法を列挙し、その内容を理解し準備することができる。
3. 高次脳機能障害の各症状に対する作業療法介入に必要な要素を検討することができる。

高次脳機能作業療法学演習

宮崎　洋幸 ・ 岩本　優士

人間は脳を損傷することでさまざまな症状を呈する。そして、その多くが日常生活になんらかの影響をもたらせる。特に大脳は人間の心を宿している場所
でもあり、大脳のいずれかの損傷は人間の心になんらかの変化をもたらせることにもなる。
対象者の高次脳機能障害を臨床評価・作業療法的治療に焦点をあてて、評価や治療の概念から対応技能の具体的内容を演習し修得する。

DPとの関連

※DP：ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）＝卒業までに身に付けるべき資質・能力

①平和を希求する心と豊かな人間性を身につける

②修得した専門知識・技術を基盤にした総合的臨床能力を身につける

③高い倫理観をもち、自己を変革しつづける能力を身につける

④地域社会・国際社会と協働し、人々の健康生活のニーズに対応できる能力を身につける



科目コード R7029 授業科目名

履修区分 必修 開講期 3年 前期 授業回数 15回 単位数 1単位

担当者

授業の概要

○

◎

○

△

到達目標

履修上の
注意事項

回数

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

教員からの
メッセージ

教員との
連絡方法

実務経験の
ある教員

小テストをいれる予定にしています。
資料などはクリアファイルなどに保管し、確認出来るようにしておいて下さい。

適宜、研究室を訪れてください。
メールでの連絡：miyazhiroy@hcu.ac.jp （宮崎）　　watanabe777@hcu.ac.jp （渡邊）

参考書

老年学　第5版 大内尉義 他 医学書院 978-4-260-03947-5

認知症の作業療法  小川敬之　他 医歯薬出版 978-4-263-21334-6

認知症のある人の生活と作業療法 守口恭子 三輪書店 978-4-89590-610-4

成績
評価方法

期末テスト８０％・課題レポート・小テスト20％

ただし、受験資格を満たしていない場合は評価の対象としない。

教科書

書名・著者（出版社） ISBNコード

高齢期作業療法学 第3版 松房利憲　他 医学書院 978-4-260-02440-2

事例検討①（宮崎） 受講シート作成（60分）

事例検討②（宮崎） 受講シート作成（60分）

高齢期作業療法の実践／総括（宮崎） 受講シート作成（60分）

認知症高齢者の作業療法②(アクティビティと活動形態)（渡邊） 講義資料へのポイント記入(60分)

認知症高齢者のリスク管理（渡邊） 講義資料へのポイント記入(60分)

認知症者の家族支援及び多職種連携と認知症初期集中支援チーム（渡邊） 講義資料へのポイント記入(60分)

作業療法の手技と技法（面接）（宮崎） 受講シート作成（60分）

認知症に関する知識(病態、中核・周辺症状と臨床像)（渡邊） 講義資料へのポイント記入(60分)

認知症高齢者の作業療法①(評価とその目的)（渡邊） 講義資料へのポイント記入(60分)

資料配布は最小限にします。黒板に書く内容をノートに整理して理解してください。

授業計画

講義内容 事前・事後学修

オリエンテーション・高齢者に関する基本知識（宮崎） 受講シート作成（60分）

老化・老年症候群について（宮崎） 受講シート作成（60分）

高齢期作業療法の目的（宮崎） 受講シート作成（60分）

高齢期作業療法が実施される場所（宮崎） 受講シート作成（60分）

高齢者に対する作業療法士の基本的態度（宮崎） 受講シート作成（60分）

作業療法の手技と技法（評価・観察）（宮崎） 受講シート作成（60分）

身体面、精神面、社会的側面から、老化について説明することができる。
老年期の人々への援助のためのリスク管理を述べることができる。

高齢期作業療法学

宮崎　洋幸 ・ 渡邊　哲也

老年期医療・老人保健分野での作業療法士の役割は大きい。作業療法士は対象者の老年期特有の状況を考慮し、心身、そして脳機能の状態をとらえる力
を有している。老年期分野で作業療法を用いるための脳、身体、精神に関する知識を統合する力を養う。

DPとの関連

※DP：ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）＝卒業までに身に付けるべき資質・能力

①平和を希求する心と豊かな人間性を身につける

②修得した専門知識・技術を基盤にした総合的臨床能力を身につける

③高い倫理観をもち、自己を変革しつづける能力を身につける

④地域社会・国際社会と協働し、人々の健康生活のニーズに対応できる能力を身につける



科目コード R7030 授業科目名

履修区分 必修 開講期 3年 前期 授業回数 15回 単位数 1単位

担当者

授業の概要

○

◎

○

△

到達目標

履修上の
注意事項

回数

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

教員からの
メッセージ

教員との
連絡方法

実務経験の
ある教員

課題を通して、評価やプログラム立案のプロセスを理解してください。課題の作成に関する疑問点、不明点は積極的に質問をしてください。

メール：miyazhiroy@hcu.ac.jp （宮崎）　　watanabe777@hcu.ac.jp （渡邊）

参考書

認知症の作業療法  小川敬之　他 医歯薬出版 978-4-263-21334-6

知的検査の手引き 大塚俊男　他 ワールドプランニング 987-4-948742

成績
評価方法

レポート課題にて評定する（宮崎６０％・渡邊４０％）

ただし、受験資格を満たしていない場合は評価の対象としない。

教科書

書名・著者（出版社） ISBNコード

老年期の作業療法　改訂第3版 浅海奈津美　他 三輪書店 978-4-89590-638-8

ひとと集団・場 新版 山根寛 三輪書店 978-4-89590-615-9

認知症ケーススタディ①情報収集と評価計画（渡邊） レポート作成(60分)

認知症ケーススタディ②評価と介入（渡邊） レポート作成(60分)

認知症ケーススタディ③課題分析と目標設定（渡邊） レポート作成(60分)

症例検討② 統合と解釈・レジメの作成（宮崎） 受講シート・課題レポート作成（60分）

認知症高齢者に対する接し方（渡邊） 課題作成(60分)

認知症ケアメソッドの活用（渡邊） 生活の中での介入技術の活用(60分)

福祉用具と日常生活支援演習③ ノーリフト介助と福祉用具の活用１（宮崎） 体験レポート作成（60分）

福祉用具と日常生活支援演習④ ノーリフト介助と福祉用具の活用2（宮崎） 体験レポート作成（61分）

症例検討① 情報収集と評価（宮崎） 受講シート・課題レポート作成（60分）

実際場面を想定した事例を用いた演習をグループで実施します。欠席をしないよう体調管理をしてください。

授業計画

講義内容 事前・事後学修

オリエンテーション　高齢期作業療法の介入概論（宮崎） 受講シート・課題レポート作成（60分）

高齢者の評価演習① 観察（居室・ADL・APDL）・面接（宮崎） 受講シート・課題レポート作成（60分）

高齢者の評価演習② MMSE・HDS-R（宮崎） 受講シート・課題レポート作成（60分）

高齢者の評価演習③ SDS・パラチェック老人行動評定尺度・STAY など（宮崎） 受講シート・課題レポート作成（60分）

福祉用具と日常生活支援演習① 家屋改造（宮崎） 受講シート・課題レポート作成（60分）

福祉用具と日常生活支援演習② 離床と広義のシーティング（宮崎） 受講シート・課題レポート作成（60分）

高齢期における作業療法の目標設定ができる。
高齢期の対象者について、評価・観察項目を選択することができる。

高齢期作業療法学演習

宮崎　洋幸 ・ 渡邊　哲也

高齢期作業療法学で脳機能、身体、精神に関する知識を統合する力を養い、これらについて演習をとおして、学びを深める。
参加型の演習を実施する。

DPとの関連

※DP：ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）＝卒業までに身に付けるべき資質・能力

①平和を希求する心と豊かな人間性を身につける

②修得した専門知識・技術を基盤にした総合的臨床能力を身につける

③高い倫理観をもち、自己を変革しつづける能力を身につける

④地域社会・国際社会と協働し、人々の健康生活のニーズに対応できる能力を身につける



科目コード R7031 授業科目名

履修区分 必修 開講期 3年 前期 授業回数 15回 単位数 1単位

担当者

授業の概要

―

◎

○

―

到達目標

履修上の
注意事項

回数

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

教員からの
メッセージ

教員との
連絡方法

実務経験の
ある教員

切断者の疑似体験は難しいため、様々な文献を読み、切断者・義肢装着者のイメージをつけておくと、講義内容の理解が進みます。

別途、オフィスアワーを指定します。

参考書

成績
評価方法

期末試験100％

ただし、受験資格を満たしていない場合は評価の対象としない。

教科書

書名・著者（出版社） ISBNコード

リハビリテーション義肢装具学・清水 順市、青木 主税(メジカルビュー社) 978-4758317221

義足概論
教科書P88～101において義足を学ぶポイントを確認
しておくこと

まとめ・課題演習
国家試験の問題に対応できるよう知識の再確認をお行
うこと

まとめ・課題演習
国家試験の問題に対応できるよう知識の再確認をお行
うこと

上腕義手　チェックアウト 上腕義手のチェック項目を確認しておくこと

上腕義手　チェックアウト 不適合時の原因について確認しておくこと

筋電義手
筋電義手の実際について様々なメディアを視聴し、予備
知識を習得しておく

義手の訓練の流れ
教科書P33～、P49～の症例から、訓練の実際を確認
しておくこと

前腕義手　チェックアウト 前腕義手のチェック項目を確認しておくこと

前腕義手　チェックアウト 不適合時の原因について確認しておくこと

義肢の取り扱い及び管理を適切に行うこと、物品の使用については衛生管理を適切に行うこと、メディアの使用は指示された場合以外は使用しないこと

授業計画

講義内容 事前・事後学修

オリエンテーション・義肢概論
切断者の実際について様々なメディアを視聴し、予備知
識を習得しておく

切断の分類
教科書P4～10を確認し、切断についての概要を把握
すること

切断部のケア・弾力包帯の巻き方
プリントを確認して巻き方の手順を理解すること。また
プリントを見ずに巻くことができるようにすることと。

義手の分類
教科書P12の4つの義手について、目的を確認しておく
こと

義手を構成する部品と構造
各義手の継手、ソケット、ハーネス、手先具について確認
しておくこと

コントロールケーブルシステムと操作
教科書P23、24に記載されているコントロールケーブ
ルシステムについて構造を確認すること

・臨床現場において応用できる最低限の知識を得る。
・切断者に対するリハビリテーションについて説明し、断端ケア、義手の使用・訓練、チェックアウトを実施することができる。

義肢学（演習を含む）

渡邊　哲也

講義では、義肢を下肢の義肢(義足)と上肢の義肢（義手）に分類し解説する。切断者のリハビリテーションについて概説したのち、断端ケア及び切断者の心
理面のケア、切断高位別義肢の種類・構造・機能・適合判定・制御などの基本的な知識を学修する。

DPとの関連

※DP：ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）＝卒業までに身に付けるべき資質・能力

①平和を希求する心と豊かな人間性を身につける

②修得した専門知識・技術を基盤にした総合的臨床能力を身につける

③高い倫理観をもち、自己を変革しつづける能力を身につける

④地域社会・国際社会と協働し、人々の健康生活のニーズに対応できる能力を身につける



科目コード R7032 授業科目名

履修区分 必修 開講期 3年 前期 授業回数 15回 単位数 1単位

担当者

授業の概要

―

◎

○

―

到達目標

履修上の
注意事項

回数

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

教員からの
メッセージ

教員との
連絡方法

実務経験の
ある教員

臨床現場において応用できる最低限の知識を得る。
装具、スプリントの構造や特徴を理解し、実際に型紙～仕上げまでスプリントを作成することができる。

装具学（演習を含む）

渡邊　哲也

講義では装具が作成される前に必要とされる筋力や体力の評価及び増強、作成された後の装着指導、装具・義肢を装着しての生活指導、装具を使用して
治療するといった装具療法についての技能を習得する。また治療過程において必要とされる能力獲得及び予防的観点からスプリントやその他の簡易装
具・補装具を作成する技術を習得する。

DPとの関連

※DP：ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）＝卒業までに身に付けるべき資質・能力

①平和を希求する心と豊かな人間性を身につける

②修得した専門知識・技術を基盤にした総合的臨床能力を身につける

③高い倫理観をもち、自己を変革しつづける能力を身につける

④地域社会・国際社会と協働し、人々の健康生活のニーズに対応できる能力を身につける

実技演習は積極的に取り組み質問すること。またスプリント作成期間は体調管理に努めること。
演習時の準備、後片付けは各自が自発的に行い、講義で使用する道具、素材、物品等は丁寧に扱うこと。

授業計画

講義内容 事前・事後学修

オリエンテーション・装具の概念・歴史
装具使用者の実際について様々なメディアを視聴し、予
備知識を習得しておく

体幹装具・下肢装具の分類
体幹装具の装着方法について確認しておく。また実際
に対象者に装着できるようになる。

体幹装具・下肢装具の構造・適応
下肢装具の装着方法について確認しておく。また実際
に対象者に装着できるようになる。

チェックアウトと使用上の工夫
実際に装具を装着し、生活上の課題や工夫点について
の分析をまとめておく

上肢装具の分類・目的・適応疾患1 指装具・手装具の分類について確認しておく

上肢装具の分類・目的・適応疾患2 手関節装具、肘装具の分類について確認しておく

上肢装具の分類・目的・適応疾患3
対立装具、機能的把持装具の分類について確認してお
く

様々な装具療法
教科書に記載されている症例について訓練の実際を確
認しておく

スプリント作成の流れ、
教科書P398～401の物品及び作成の流れを確認して
おく

様々な型紙とチェックアウト
型紙の記載方法について、手順を十分理解し、迅速に描
けるようにすること

スプリント　型紙作成
短対立スプリントの型紙の記載方法について、手順を十
分理解し、迅速に描けるようにすること

スプリント　型紙作成
夜間安静用スプリントの型紙の記載方法について、手順
を十分理解し、迅速に描けるようにすること

スプリント作成① 必要物品と環境整備、後片付けを適切に行うこと

スプリント作成② 必要物品と環境整備、後片付けを適切に行うこと

スプリント作成③ 必要物品と環境整備、後片付けを適切に行うこと

成績
評価方法

期末試験60％、実技(製作課題)40％

ただし、受験資格を満たしていない場合は評価の対象としない。

教科書

書名・著者（出版社） ISBNコード

リハビリテーション義肢装具学・清水 順市、青木 主税(メジカルビュー社) 978-4758317221

参考書

手のスプリントのすべて 第3版・矢﨑　潔(三輪書店) 978-4-89590-245-8

スプリント作成では学生が2人以上でそれぞれ患者、セラピストの役を担います。臨床に出る練習と思って、患者さんへの接し方、言葉かけに注意してくだ
さい。また演習前の準備、片付けはそれぞれが協力して率先して行ってください。

別途、オフィスアワーを指定します。スプリント演習の採点期間は、その点に関する質問は受け付けることができない場合があります。担当教員に確認して
ください。



科目コード R7033 授業科目名

履修区分 必修 開講期 3年 前期 授業回数 15回 単位数 1単位

担当者

授業の概要

―

◎

△

△

到達目標

履修上の
注意事項

回数

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

教員からの
メッセージ

教員との
連絡方法

実務経験の
ある教員

主な対象となる疾患の精神医学的特徴と作業療法の展開方法について説明できる。

精神機能作業療法学演習Ⅱ

川畑　なみ

臨床で用いられる関連の治療技法について理解する。自己の治療的利用のため自己の特性を知る。

DPとの関連

※DP：ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）＝卒業までに身に付けるべき資質・能力

①平和を希求する心と豊かな人間性を身につける

②修得した専門知識・技術を基盤にした総合的臨床能力を身につける

③高い倫理観をもち、自己を変革しつづける能力を身につける

④地域社会・国際社会と協働し、人々の健康生活のニーズに対応できる能力を身につける

各疾患の授業の終了回の翌週に小テストを行います。遅刻・欠席で受験できなかった場合は評価の対象になりませんので注意してください。授業中の私
語，及び携帯電話・スマートフォンの使用は禁止します。配布資料は予備の配布はしませんので，紛失した場合は他学生からコピー等をしてください。

授業計画

講義内容 事前・事後学修

オリエンテーション、精神分析的視点・転移とは 次回に備え統合失調症の過去問プリントを解く(60分）

ケーススタディ①統合失調症
次回に備え気分障害の過去問プリントを解く、小テスト
対策をする(60分）

ケーススタディ②うつ病・双極性障害
次回に備え神経症性障害の過去問プリントを解く、小テ
スト対策をする(60分）

ケーススタディ③神経症性障害
次回に備え摂食障害の過去問プリントを解く、小テスト
対策をする(60分）

ケーススタディ④摂食障害
次回に備えパーソナリティ障害の過去問プリントを解
く、小テスト対策をする(60分）

ケーススタディ⑤パーソナリティ障害
次回に備え物質関連障害の過去問プリントを解く、小テ
スト対策をする(60分）

ケーススタディ⑥物質関連障害
次回に備えてんかんの過去問プリントを解く、小テスト
対策をする(60分）

ケーススタディ➆てんかん
てんかんの作業療法について過去問で復習し、小テスト
対策をする(60分）

自己の治療的利用① 自己の利用についてまとめる(60分）

自己分析⓶(エゴグラム）

次回のワークシート（自己概念）を作成する(60分）

自己分析①(自己概念・長所・自己肯定感・メタ認知） 今回のワークシートをまとめる(60分）

今回のワークシートをまとめる(60分）

自己の治療的利用②

自己分析③(自分の態度・自己表現) 今回のワークシートをまとめる(60分）

自己分析④(肯定的ストローク) 今回のワークシートをまとめる(60分）

自己分析レポート作成と試験について
ワークシートを元に自己分析レポートを作成する(60
分）

成績
評価方法

期末試験90％，小テスト10％

ただし、受験資格を満たしていない場合は評価の対象としない。

教科書

書名・著者（出版社） ISBNコード

精神疾患の理解と精神科作業療法　第3版 朝田隆・中島直・堀田英樹 (中央法規出版株式会社) 978-4-8058-5980-3

生活を支援する精神障害作業療法　第2版 香山明美・小林正義　他　編 (医歯薬出版株式会社) 978-4-263-21933-1

参考書

精神機能作業療法学　第3版 小林夏子　編 （医学書院） 978-4-260-03944-4

精神障害と作業療法　新版・ 山根　寛 （三輪書店） 978-4-89590-583-1

各疾患の事前学習のプリント（過去問）は必ず次回の授業までに実施し、また、自己分析のワークシート指示に従って、事前の作業が必要なときは準備して
くること。授業では各疾患についてや自己分析についてグループディスカッションで理解を深めます。グループディスカッションには自主的・積極的に取り
組んでください。

kawabata@hcu.ac.jpにまず連絡をください。

精神障害領域での実務経験を伴う作業療法士による講義である。
臨床での経験に基づいて疾患別の作業療法の展開方法を示す。

標準理学療法学・作業療法学専門基礎分野　精神医学（第４版　増補版） 編集：上野　武治 （医学書院） 978-4-2600-4476-9



科目コード R7034 授業科目名

履修区分 必修 開講期 4年 後期 授業回数 15回 単位数 1単位

担当者

授業の概要

―

◎

△

○

到達目標

履修上の
注意事項

回数

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

教員からの
メッセージ

教員との
連絡方法

実務経験の
ある教員

　4年間の学習成果の総括として、積極的な受講を期待する。試験を通し、作業療法士としての基本的知識や技術を身につけたか否かを最終的に判断す
る。

　作業療法学専攻の各担当教員に直接メール等で連絡する。

　病院や施設での経験を活かし、各専門領域の内容について教育する。

PT/OT国家試験必修ポイント専門基礎分野基礎OT学 (医歯薬出版)

PT/OT国家試験必修ポイント専門基礎分野障害別OT治療学 (医歯薬出版)

参考書

随時紹介

成績
評価方法

　筆記試験にて総合評価を行う。

ただし、受験資格を満たしていない場合は評価の対象としない。

書名・著者（出版社） ISBNコード

PT/OT国家試験必修ポイント専門基礎分野基礎医学 (医歯薬出版)

PT/OT国家試験必修ポイント専門基礎分野臨床医学 (医歯薬出版)教科書

作業療法治療・評価学　発達障害領域での作業療法評価・介入についての総合学習（平尾） 講義内容を復習して十分に理解する（60分）

臨床医学（１）　臨床医学・リハ医学についての総合学習（岩本） 講義内容を復習して十分に理解する（60分）

臨床医学（２）　整形外科学・病理学等についての総合学習（高島） 講義内容を復習して十分に理解する（60分）

作業療法評価学（３）　精神障害領域の作業療法評価についての総合学習（川畑） 講義内容を復習して十分に理解する（60分）

作業療法治療学（４）　精神障害に対する作業療法介入についての総合学習（川畑） 講義内容を復習して十分に理解する（60分）

作業療法治療・評価学　維持期に対する作業療法評価・介入についての総合学習（渡邉） 講義内容を復習して十分に理解する（60分）

作業療法治療学（１）　骨関節・神経筋障害・内部障害に対する作業療法介入についての総合学習
（高島）

講義内容を復習して十分に理解する（60分）

作業療法評価学（２）　CT　MRI　レントゲン　画像の見方（宮崎） 講義内容を復習して十分に理解する（60分）

作業療法治療学（２）　中枢神経障害に対する作業療法介入についての総合学習（山川） 講義内容を復習して十分に理解する（60分）

教科書や配布資料を使用する。

授業計画

講義内容 事前・事後学修

基礎医学（１）　オリエンテーション　基礎医学についての総合学習（高島） 講義内容を復習して十分に理解する（60分）

基礎医学（２）　基礎医学についての総合学習（岩本） 講義内容を復習して十分に理解する（60分）

基礎医学（３）　基礎医学についての総合学習（岩本） 講義内容を復習して十分に理解する（60分）

基礎医学（４）　基礎医学についての総合学習（岩本） 講義内容を復習して十分に理解する（60分）

基礎作業療法学　作業療法の基礎についての総合学習（渡邉） 講義内容を復習して十分に理解する（60分）

作業療法評価学（１）　作業療法の評価と検査一般についての総合学習（高島） 講義内容を復習して十分に理解する（60分）

１）作業療法士に必要な基礎科目の知識と専門知識を結びつけることができる。
２）作業療法士に必要な評価法、介入技術について、目的や方法、解釈について説明ができる。

作業療法特論

髙島　千敬 ・ 宮崎　洋幸 ・ 平尾　文 ・ 川畑　なみ ・ 山川　敦史 ・ 渡邊　哲也 ・ 岩本　優士

　総合臨床実習において、作業療法の一連の過程を経験し、学修した知識をもとに、作業療法への理解を深め、臨床に適用できるよう、基本的な知識を確
認し再獲得する。専門基礎分野（解剖学、生理学、運動学、臨床医学）と作業療法専門分野の知識を統合させながら、作業療法士として必要な臨床思考過
程のさらなる向上を図る。

DPとの関連

※DP：ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）＝卒業までに身に付けるべき資質・能力

①平和を希求する心と豊かな人間性を身につける

②修得した専門知識・技術を基盤にした総合的臨床能力を身につける

③高い倫理観をもち、自己を変革しつづける能力を身につける

④地域社会・国際社会と協働し、人々の健康生活のニーズに対応できる能力を身につける



科目コード R7035 授業科目名

履修区分 必修 開講期 2年 後期 授業回数 15回 単位数 1単位

担当者

授業の概要

○

―

◎

△

到達目標

履修上の
注意事項

回数

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

教員からの
メッセージ

教員との
連絡方法

実務経験の
ある教員

１．作業療法における社会参加とは何か、述べることができる
２．各領域の支援について具体的な例を挙げることができる
３．生活行為向上マネジメントについて特徴を説明できる

社会参加支援論

山川　敦史

作業療法は、作業を通じて対象となる方々の社会参加の機会、手段の選択肢を提示し、支援していく役割があります。本講義では、作業療法の視点から
「参加」をどうとらえるのか、身体機能、精神機能、発達過程など各領域による参加支援の実際を、講義を通して学んだ後に、演習シートを用いて理解を深
めていきます。文献検索とレビューの方法を紹介しますので、開講期間中に、各自で、社会参加支援に関する文献を読み、レビューを作成し、最後の３回
で、抄読会を行います。

DPとの関連

※DP：ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）＝卒業までに身に付けるべき資質・能力

①平和を希求する心と豊かな人間性を身につける

②修得した専門知識・技術を基盤にした総合的臨床能力を身につける

③高い倫理観をもち、自己を変革しつづける能力を身につける

④地域社会・国際社会と協働し、人々の健康生活のニーズに対応できる能力を身につける

講義で伝えた内容を、演習によって深めるように進めていきます。演習シートは毎回提出するように計画していますので、授業中もしっかりとテーマにつ
いて考え、言語化することに挑戦してください。

授業計画

講義内容 事前・事後学修

オリエンテーション、参加とは：講義計画の概要を説明する
演習(1)文献を読んで参加について考える

学生自身の参加について考える

ICFにおける参加について：演習(1)の振り返りと、ICFにおける参加の意義を講義する
演習(2)例の中から、参加に分類されるものがどれかを演習で考える

ICFの各項目の意味に触れ、説明を試みる

身体機能領域における社会参加支援(1)：事例を紹介する
演習(3)症例紹介の中の評価結果について調べ、関連する知識を確認する

事例を理解するための知識について、不足があれば調
べておく．

身体機能領域における社会参加支援(2)：事例を紹介する
演習(4)症例の状態に応じた環境への介入、介護保険の概要を調べる

事例を理解するための知識について、不足があれば調
べておく．

精神機能領域における社会参加支援(1)：事例を紹介する
演習(5)統合失調症についての基本事項を復習し、ACTについて調べる

事例を理解するための知識について、不足があれば調
べておく．

精神機能領域における社会参加支援(2)：事例を紹介する
演習(6)支援のための具体的な手段について調べる

事例を理解するための知識について、不足があれば調
べておく．

発達過程領域における社会参加支援(1)：社会資源について資料を提示する
演習(7)インクルーシブ教育システム、特別支援学級や通級指導教室について調べる

事例を理解するための知識について、不足があれば調
べておく．

社会参加のための介入手段(1)：対象者の体験と参加の関係について講義する
演習(8)生活行為についてお互いにインタビューを経験する

COPMについて調べ、重要度、遂行度、満足度について
理解しておく．

社会参加のための介入手段(2)：生活行為向上マネジメントについて学ぶ
演習(9)自分の作業について工程分析を行う

作業がうまくいかないときの状況を、人、環境、作業の
視点で分析してみる．

社会参加のための介入手段(3)：生活行為向上マネジメント事例学習(1)
演習(10)事例情報の中から、社会資源に関する情報と工程分析を行う

障害高齢者の日常生活自立度について調べておく．

社会参加のための介入手段(4)：生活行為向上マネジメント事例学習(2)
演習(11)新たな事例について、アセスメント演習シートを作成する

グループ内で決めた役割に沿って事前の準備をする．

社会参加のための介入手段(5)：生活行為向上マネジメント事例学習(3)
演習(12)第11回の事例についてグループでプラン演習シートを完成させる

プレゼンテーションの準備をする．

文献抄読会(1)：講義外課題である社会参加支援の文献発表を行う 発表者は発表の振り返りを、他は発表練習をしておく

文献抄読会(2)：講義外課題である社会参加支援の文献発表を行う 発表者は発表の振り返りを、他は発表練習をしておく

文献抄読会(3)：講義外課題である社会参加支援の文献発表を行う 発表者は発表の振り返りを、他は発表練習をしておく

成績
評価方法

課題レポートにて評定する。評定の尺度は開講期間中に提示する。

ただし、受験資格を満たしていない場合は評価の対象としない。

教科書

書名・著者（出版社） ISBNコード

資料を配布します

参考書

地域作業療法学　第3版	大熊 明	医学書院 978-4-260-03165-3

事例で学ぶ生活行為向上マネジメント　日本作業療法士協会　医歯薬出版 978-4-263-21538-8

身体や精神の症状や障害は、対象者の問題を形作る要素のひとつです。対象者を取り囲む環境、関わる人々、暮らしぶりなどの包括的な視点で考える習
慣を身につけていきましょう。

事前に、メールlily-drg@hcu.ac.jp　で要件や日程調整をした上で、308研究室に来てください。

作業療法士として病院（入院・外来）および在宅（訪問）の臨床経験をふまえ、知見を交えた講義を行います。



科目コード R7036 授業科目名

履修区分 必修 開講期 2年 後期 授業回数 8回 単位数 1単位

担当者

授業の概要

―

○

―

◎

到達目標

履修上の
注意事項

回数

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

教員からの
メッセージ

教員との
連絡方法

実務経験の
ある教員

・生活環境を理解した上で、対象者の生活を考えることができるようになる。
・作業療法における環境の意味を充分に理解した上で、対象者への介入方法を検討することができるようになる。
・地域リハビリテーションの専門的な観点を身につける。

生活関連機器論（含生活環境学）

渡邊　哲也

地域リハビリテーション推進の社会的動向により、急性期・回復期を担当する医療機関、介護老人保健施設、身体障害者福祉法関連施設としての更生施
設、デイサービスセンターなどを中心に地域在宅者中心のリハビリテーション連携網の構築が言われている。社会リハビリテーションの観点から、作業療法
士が在宅医療を支えるために必要な環境論を含めて、地域生活を支える観点や介入方法、法制度などの関連事項を理解し、チーム医療の一員として寄与
するための知識を学修する。

DPとの関連

※DP：ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）＝卒業までに身に付けるべき資質・能力

①平和を希求する心と豊かな人間性を身につける

②修得した専門知識・技術を基盤にした総合的臨床能力を身につける

③高い倫理観をもち、自己を変革しつづける能力を身につける

④地域社会・国際社会と協働し、人々の健康生活のニーズに対応できる能力を身につける

資料を配付しますので、バインダー等で管理し、授業中にいつでも参照できるように各自の責任において管理して下さい。

授業計画

講義内容 事前・事後学修

生活環境の概念 一般的な住環境について理解しておくこと

基本的知識(住宅・建築関係)
教科書P204～210の各名称を、実際の住宅に照らし
合わせて確認しておくこと

基本的知識(生活用具)
建具、廊下、トイレ、浴室などの一般的な大きさや空間
の広さについて確認しておくこと

移動用福祉用具
教科書P287～315の様々な移動機器の分類について
確認しておくこと

疾患・障害別にみる住環境整備
教科書70～、住環境整備を行う適応疾患について確認
しておくこと

住環境整備の進め方 住宅改修における法整備について確認しておくこと

住環境整備の基本的配慮(認知症高齢者の住宅環境整備について) PEAP日本版3の各項目を確認しておくこと

住環境整備の基本的配慮(高齢者の住宅環境整備について)
高齢者などへの配慮に関する評価基準の各項目を確認
しておくこと

成績
評価方法

期末試験50％　ノート課題30％　レポート課題20％

ただし、受験資格を満たしていない場合は評価の対象としない。

教科書

書名・著者（出版社） ISBNコード

OT・PTのための住環境整備論 第3版・野村 歡 他(三輪書店) 978-4-89590-731-6

参考書

障がい者にとって暮らしやすい街とは何か。地域で生活するために、どんな支援やどんな問題の解決策があるか、いろいろと自分たちの身の回りの街の
様子を観察することから興味を向けて、「環境」についての理解を深めていきましょう。人－環境－作業モデルにおいても、非常に重要な領域です。一緒に
学びましょう。

別途、オフィスアワーを指定します。



科目コード R7037 授業科目名

履修区分 必修 開講期 3年 前期 授業回数 15回 単位数 1単位

担当者

授業の概要

―

◎

○

◎

到達目標

履修上の
注意事項

回数

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

教員からの
メッセージ

教員との
連絡方法

実務経験の
ある教員

医療保険、介護保険などの保険制度について説明できる。
障害者（児）や高齢者等への社会生活支援について、作業療法士の役割を説明できる。
地域社会で作業療法士の専門知識と技術を発揮し、多職種と協働できる。

地域作業療法学

佐藤　佳子

障害がある人やそうでない人が地域の中でよりよく生活できるよう、多職種がそれぞれの専門知識をもって、共通の目標を設定し支援サービスを提供し
協働していく中で、作業療法士の果たす役割は大きい。例えば、心身障害者や高齢者が生活を営むための身の回りの「作業」として、セルフケアや家事、買
い物や社会交流、通所や通院などでの課題があったとき、作業療法士が、その生活動作を妨げている「作業」を分析・評価してリハビリテーションを行うこ
とで、「できる作業」を増やすことが可能となる。この授業では、地域で作業療法士が活躍するために、様々な領域での対象者の生活・役割、利用可能な法
制度、施策などの実例を学んでいく。

DPとの関連

※DP：ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）＝卒業までに身に付けるべき資質・能力

①平和を希求する心と豊かな人間性を身につける

②修得した専門知識・技術を基盤にした総合的臨床能力を身につける

③高い倫理観をもち、自己を変革しつづける能力を身につける

④地域社会・国際社会と協働し、人々の健康生活のニーズに対応できる能力を身につける

講義の内容の理解を確認するため、授業内でワークシートを提出してもらいます。
毎回必ず教科書を持参してください。

授業計画

講義内容 事前・事後学修

オリエンテーション　作業療法における地域とは
・日本や世界における作業療法の定義　・身の回りの「作業」の意味について

作業療法についての説明ができるようにしておく（60
分）

日常生活におけるリハビリテーションの考え方
・バリアフリーやユニバーサルデザイン　・ノーマライゼーションなどの理念

身の回りのバリアフリーやユニバーサルデザインを意識
して観察しておく（60分）

地域におけるリハビリテーションの考え方
・CBR（地域に根差したリハビリテーション）　・地域医療・地域リハ　・ICF

理論を使って、対象者を包括的に説明することができる
ようにしておく（60分）

社会保険制度を知る①
・医療保険　・介護保険

社会保険制度の枠組みを説明できるようにしておく
（60分）

社会保険制度を知る②
・高齢者福祉　・障害者福祉

社会保険制度の枠組みを理解できるようにしておく
（60分）

介護保険制度における作業療法
・対象疾患　・介護保健サービス

介護保険制度の枠組みを理解できるようにしておく
（60分）

障害者をとりまく法制度①
・対象疾患　・障害者支援サービス　・障害者手帳　・福祉用具

身体障害や精神障害に関係する疾患や制度を理解して
おく（60分）

障害者をとりまく法制度②
・障害者自立支援法　・障害者総合支援法　・補装具等の申請手続き

過去から現在に至る障害者のための支援の変遷や補装
具申請の流れを理解しておく（60分）

地域包括ケアシステム
・各自治体や民間の取り組み　・様々な施設の総合理解

生活行為マネジメントを使って対象者を説明できるよう
にしておく（60分）

地域作業療法の実際(身体機能領域)
・対象者　・評価方法　・支援内容

作業療法の理論や評価を使って身体機能領域の対象者
を説明できるようにしておく（60分）

地域作業療法の実際(精神機能領域)
・対象者　・評価方法　・支援内容

作業療法の理論や評価を使って精神機能領域の対象者
を説明できるようにしておく（60分）

地域作業療法の実際(高齢期)
・対象者　・評価方法　・支援内容

作業療法の理論や評価を使って高齢期の対象者を説明
できるようにしておく（60分）

地域作業療法の実際(小児)
・対象者　・評価方法　・支援内容

作業療法の理論や評価を使って小児の対象者を説明で
きるようにしておく（60分）

地域作業療法の実際（就労支援）
・対象者　・評価方法　・支援内容

作業療法の理論や評価を使って就労支援の対象者を説
明できるようにしておく（60分）

地域作業療法の実際（終末期・矯正施設）
・対象者　・評価方法　・支援内容

作業療法の理論や評価を使って終末期等の対象者を説
明できるようにしておく（60分）

成績
評価方法

期末試験７０％、授業内ワークシート３０％

ただし、受験資格を満たしていない場合は評価の対象としない。

教科書

書名・著者（出版社） ISBNコード

地域作業療法学　第3版　大熊　明：編（医学書院） 978-4-260-03165-3

参考書

生活行為マネジメント　日本作業療法士協会（医歯薬出版） 978-4-263-21538-8

プリントを配付

地域支援は対象とする範囲が広いため、ニュースや身の回りの出来事に興味や関心をもってください。これまでの授業で習ってきた知識や技術を総復習
し、総合的な力を身に付けられるよう授業に望んでください。

①授業内で質問、②授業前後に教室にて質問、③提出するワークシートに質問を記載
講義時間以外は基本的に在学していないので、上記の方法で気軽に質問してください。

総合病院（外来・回復期リハ）、特養や救護施設、脳神経外科クリニック（通所リハ・精神科デイケアでのSST、高次脳機能障害のグループ訓練）、訪問看護ス
テーション（訪問リハ）での経験があります。現在は矯正施設（刑務所）で高齢者や障害者のリハビリを行っています。当該授業を通して、様々な領域で多職
種と協働できる作業療法士の役割や意義について包括的に学ぶことができます。



科目コード R7038 授業科目名

履修区分 必修 開講期 3年 前期 授業回数 15回 単位数 1単位

担当者

授業の概要

―

◎

○

◎

到達目標

履修上の
注意事項

回数

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

教員からの
メッセージ

教員との
連絡方法

実務経験の
ある教員

地域支援は対象とする範囲が広いため、ニュースや身の回りの出来事に興味や関心をもってください。これまでの授業で習ってきた知識や技術を総復習
し、総合的な力を身に付けられるよう授業に望んでください。

①授業内で質問、②授業前後に教室にて質問、③提出するワークシートに質問を記載
講義時間以外は基本的に在学していないので、上記の方法で気軽に質問してください。

総合病院（外来・回復期リハ）、特養や救護施設、脳神経外科クリニック（通所リハ・精神科デイケアでのSST、高次脳機能障害のグループ訓練）、訪問看護ス
テーション（訪問リハ）での経験があります。現在は矯正施設（刑務所）で高齢者や障害者のリハビリを行っています。当該授業を通して、様々な領域で多職
種と協働できる作業療法士の役割や意義について包括的に学ぶことができます。

参考書

生活行為マネジメント　日本作業療法士協会（医歯薬出版） 978-4-263-21538-8

プリント配付

成績
評価方法

レポート課題７０％　授業内グループワークまたは個別のワークシート３０％

ただし、受験資格を満たしていない場合は評価の対象としない。

教科書

書名・著者（出版社） ISBNコード

地域作業療法学　第3版　大熊　明：編（医学書院） 978-4-260-03165-3

地域作業療法の実際(小児)
・事例をグループでマネジメントし発表する

小児の対象者に適した作業療法理論や評価を使い、制
度を利用したマネジメントができるようにしておく（60
分）

地域作業療法の実際（就労支援）
・事例をグループでマネジメントし発表する

就労支援の対象者に適した作業療法理論や評価を使
い、制度を利用したマネジメントができるようにしてお
く（60分）

地域作業療法の実際（終末期・矯正施設）
・事例をグループでマネジメントし発表する

終末期の対象者に適した作業療法理論や評価を使い、
制度を利用したマネジメントができるようにしておく
（60分）

地域作業療法の実際(身体機能領域)
・事例をグループでマネジメントし発表する

身体機能領域の対象者に適した作業療法理論や評価を
使い、制度を利用したマネジメントができるようにして
おく（60分）

地域作業療法の実際(精神機能領域)
・事例をグループでマネジメントし発表する

精神疾患の対象者に適した作業療法理論や評価を使
い、制度を利用したマネジメントができるようにしてお
く（60分）

地域作業療法の実際(高齢期)
・事例をグループでマネジメントし発表する

高齢期の対象者に適した作業療法理論や評価を使い、
制度を利用したマネジメントができるようにしておく
（60分）

障害者をとりまく法制度①
・対象疾患と障害者支援サービス、障害者手帳の取得等について整理する

身体障害や精神障害に関係する疾患や制度を理解でき
るようにしておく（60分）

障害者をとりまく法制度②
・障害者制度の変遷を整理する　・福祉用具の申請の流れを整理する

障害者のための支援の変遷や補装具等の申請を説明で
きるようにしておく（60分）

地域包括ケアシステム
・生活行為マネジメントを使って対象者を多職種に説明できる

生活行為マネジメントをわかりやすく説明できるように
しておく（60分）

グループワークや発表に積極的に参加してください。
毎回必ず教科書を持参してください。

授業計画

講義内容 事前・事後学修

オリエンテーション　作業療法における地域とは
・自分の身近な作業を分析し発表する

自分自身の作業について分析ができるようにしておく
（60分）

日常生活におけるリハビリテーションの考え方
・校内のバリアフリーやユニバーサルデザインを調査し発表する

身の回りのバリアフリーやユニバーサルデザインを意識
して観察しておく（60分）

地域におけるリハビリテーションの考え方
・理論を用いて対象者を包括的に説明し発表する

様々な理論の違いを理解しておく（60分）

社会保険制度を知る①
・医療保険や介護保険の概念を整理する

社会保険制度の枠組みを理解できるようにしておく
（60分）

社会保険制度を知る①
・医療保険や介護保険の考えを整理する

社会保険制度の枠組みを理解できるようにしておく
（60分）

介護保険制度における作業療法
・施設から在宅・地域への支援の流れを整理する

介護保険制度の枠組みを理解できるようにしておく
（60分）

対象者が地域で生活するための必要なアセスメントとマネジメンがトできる。
対象者の長期と短期目標に沿って切れ目のない支援を家族や多職種に説明ができる。
様々な対象者に適した支援サービスを多職種と協働して提供できる。

地域作業療法学演習

佐藤　佳子

障害がある人やそうでない人が地域の中でよりよく生活できるよう、多職種がそれぞれの専門知識をもって、共通の目標を設定し支援サービスを提供し
協働していく中で、作業療法士の果たす役割は大きい。例えば、対象者の状態を把握し、それに応じて必要なサービス情報の提供、住環境の評価、自助具
や福祉機器選択などの能力が求められる。この授業では、地域で作業療法士が活躍するために、対象者のどのようなところに着目すればよいか、実際に
対象者が生活する自治体を想定して利用可能な法制度、施策などのサービス利用方法についても長期的視点をもって指導できるよう演習を通して実践
的に習得する。

DPとの関連

※DP：ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）＝卒業までに身に付けるべき資質・能力

①平和を希求する心と豊かな人間性を身につける

②修得した専門知識・技術を基盤にした総合的臨床能力を身につける

③高い倫理観をもち、自己を変革しつづける能力を身につける

④地域社会・国際社会と協働し、人々の健康生活のニーズに対応できる能力を身につける



科目コード R7039 授業科目名

履修区分 選択 開講期 2年 前期 授業回数 8回 単位数 1単位

担当者

授業の概要

○

◎

―

△

到達目標

履修上の
注意事項

回数

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

教員からの
メッセージ

教員との
連絡方法

実務経験の
ある教員

音楽療法の概要や専門的な知識を理解することで、臨床現場のどの場面でどんな音楽を活用するのが効果的であるかイメージできるようになる。
音楽ジャンルや楽曲を幅広く知ることで、適切な音楽選択・最適な音楽提供ができるようになる。
音楽を媒体とした対象者との非言語コミュニケーションとはどのようなものか理解できるようになる。

音楽療法

粟野　真湖

音楽とは言葉に頼らないノンバーバルなコミュニケーションを可能にしてくれるツールであると考えます。本講義では音楽の持つ力を活かした音楽療法の
目的や特徴を理解し、医療現場における役割と意義について幅広く考えていきます。多岐に渡る音楽療法領域に触れる中で、理学療法および作業療法に
おいて応用可能な療法的音楽の実践方法について紹介します。また、音楽の持つ力や病を抱える人の心の在り方（例えばスピリチュアルペイン等）につい
て深く掘り下げて考え、音楽は人の心にどのように働きかけることができるか、音楽の可能性について考えていきます。

DPとの関連

※DP：ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）＝卒業までに身に付けるべき資質・能力

①平和を希求する心と豊かな人間性を身につける

②修得した専門知識・技術を基盤にした総合的臨床能力を身につける

③高い倫理観をもち、自己を変革しつづける能力を身につける

④地域社会・国際社会と協働し、人々の健康生活のニーズに対応できる能力を身につける

楽器活動等、実際のセッションを体感してもらう機会を作っていきます。積極的に参加して下さい。

授業計画

講義内容 事前・事後学修

イントロダクション
・人と音楽の関りとは　・音楽が人に与える影響　・音楽療法とは

自分にとって音楽とはどのようなものか考えをまとめ
る。

音楽療法概論
・音楽療法の歴史　・音楽療法の生理的・心理的・社会的機能

療法的視点で自らの生活に音楽を当てはめて考えてみ
る。

音楽療法のアプローチ方法
・身体的アプローチ　・心理的アプローチ　・社会的アプローチ　・医学的アプローチ

音楽以外でのアプローチ方法と音楽を用いた場合のア
プローチ法の違いについて考える。

多領域の音楽療法①
・児童への音楽療法　・精神科領域の音楽療法　・能動的音楽療法

児童領域や精神科領域の音楽療法の特徴についてまと
める。

多領域の音楽療法②
・高齢者への音楽療法　・様々な音楽ジャンルの理解　・受動的音楽療法

高齢者領域の音楽療法の特徴をまとめる。

医療領域の音楽療法
・緩和ケアの音楽療法　・神経難病の音楽療法　・総合病院での音楽療法

医療行為以外にどのようなケアが必要か想像し、音楽
が役立つ場面について考える。

スピリチュアルペインと音楽
・スピリチュアルペインの構造　・心に触れる音楽　・自己の再統合・再構築

目に見えない痛みについてどのようなサポートが可能
か考える。

音・音楽・音楽療法について
・音楽療法の可能性　・作業療法と音楽療法　・総論

音楽の持つ可能性について自分なりに感じることをま
とめておく。

成績
評価方法

事前事後課題30％　　授業内活動30％　最終レポート40％

ただし、受験資格を満たしていない場合は評価の対象としない。

教科書

書名・著者（出版社） ISBNコード

資料を配布する

参考書

音楽療法を知るーその理論と技法ー　宮本啓子・二俣泉（杏林書院） 9784764405325

板書・暗記をする教科ではないので、授業中に話す場面や状況を想像しながら参加して下さい。音楽技術は必要ありません。これまで知らなかった音楽知
識を身に着けてもらう時間となるよう共に学んでいけたらと思っています。

①メール②講義前後に直接話しかけて下さい。

音楽療法士として複数の緩和ケア病棟及び神経難病を患う対象者に音楽療法を実施している教員が担当します。音楽療法の概論にとどまらず臨床経験
の実際を紹介していくことで、実践に活かせる生の音楽療法を伝えていき、将来の臨床現場に取り入れられる手がかりを示していきます。



科目コード R7040 授業科目名

履修区分 選択 開講期 2年 後期 授業回数 8回 単位数 1単位

担当者

授業の概要

○

○

◎

△

到達目標

履修上の
注意事項

回数

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

教員からの
メッセージ

教員との
連絡方法

実務経験の
ある教員

・回想療法の概要について説明でき基本的なインタビューが実践できる。
・インタビュー技法の演習を通して、対象者の人生の歴史及び現在の心理状況を把握することができる。
・軽度～重度認知症者に対して、対象者に合った個別・集団療法を選択し、実践できる。

回想療法

渡邊　哲也

高齢期の臨床において、回想療法による認知症の予防や進行抑制を行う試みは、近年めざましく発展してきている。
R,N,Butlorが提唱しそれを小林が発展させた回想療法。その基礎的かつ理論的な理解と、対象者を知る方法として、インタビューを用いて「その人の生
きてきた軌跡」を理解する方法を学修する。作業療法の実践にも応用可能な診療回想法の理論と技術の両側面について学ぶ。

DPとの関連

※DP：ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）＝卒業までに身に付けるべき資質・能力

①平和を希求する心と豊かな人間性を身につける

②修得した専門知識・技術を基盤にした総合的臨床能力を身につける

③高い倫理観をもち、自己を変革しつづける能力を身につける

④地域社会・国際社会と協働し、人々の健康生活のニーズに対応できる能力を身につける

演習課題では、実習を想定したロールプレイ等を行っていきます。対象者に対して、回想法を使ったコミュニケーションスキルアップを目指しましょう。

授業計画

講義内容 事前・事後学修

オリエンテーション、回想法の基礎
認知症者の実際について様々なメディアを視聴し、予備
知識を習得しておく

回想療法の行動科学的理解
認知症者の分類について様々なメディアを視聴し、予備
知識を習得しておく

認知症「程度別」回想療法の実践法
1H話法やあるある探し、うなづきの技術などを普段の
生活で活用すること

回想療法演習①インタビュー法、個別療法 インタビュースキルを実生活で活用してみよう

回想療法演習②集団療法(軽度認知症) 昭和時代前半の時代背景を調べておくこと

回想療法演習③集団療法(中度認知症)
昭和時代前半に流行した歌や遊びについて調べておく
こと

回想療法演習④-1パーミング演習(重度認知症)
爪を切る、適切な服装をする、必要物品など準備を適切
に行うこと

回想療法演習④-2パーミング演習(重度認知症) 実際に学んだ技術を普段の生活の中で活用すること

成績
評価方法

提出物課題100％

ただし、受験資格を満たしていない場合は評価の対象としない。

教科書

書名・著者（出版社） ISBNコード

参考書

回想療法の理論と実際・小林　幹児(福村出版) 978-4-571-50006-0

介護リハビリ職のためのシンプル回想療法・小林　幹児(福村出版) 978-4-571-50007-7

認知症者をサポートするための専門的な講座を受けることができると同時に、認知症者に対するコミュニケーションスキルを身に付けることができます。
幅広い視野と技術を持った作業療法士を目指しましょう。

別途、オフィスアワーを指定します。

心療回想士の認定があり重度認知症患者デイ・ケアにて定期的に作業療法に回想療法の技術を取り入れサービスを提供している。またキャラバンメイトと
して、年3～4回認知症サポーター養成講座を開催し、地域住民などへ認知症理解の普及を行っている。講義の中では、認知症者の対応技術と介助者とし
てのあり方についても触れ、より質の高い技術習得を目指している。



科目コード R7041 授業科目名

履修区分 必修 開講期 2年 前期 実習期間 5日間 単位数 1単位

担当者

授業の概要

○

◎

◎

○

到達目標

実習先行要件

履修上の
注意事項

実習
スケジュール

教員からの
メッセージ

教員との
連絡方法

実務経験の
ある教員

この実習は、事前オリエンテーションからはじまります。初めての実習ですので、実習前に学ぶことが多くあります。実際の実習を楽しむために、主体的に
参加しましょう。
また、実習先が決定した後は自身で病院・施設の情報を集め、事前学習に取り組みましょう。

各実習担当教員の研究室に出向くか、事前にメールでアポイントをとってください。

実習は、前期の科目として実施します（8月28日～9月2日のうち5日間）。
実習地に関しては、事前オリエンテーションで伝えます。
実習後、学生は担当教員へ課題および関係書類を提出します。
後日実習後発表会を実施し、各自、実習内容や学んだ内容を発表します。

成績
評価方法

実習先でに評価および学内での評価とで構成されます。
・実習先評価：臨床見学実習要綱の評価表等
・学内評価　：実技試験・課題提出・発表

ただし、受験資格を満たしていない場合は評価の対象としない。

・作業療法の対象者および実習指導者・関係職員とのコミュニケーションを図ることができる
・実習を通して学んだ以下の2点についてまとめ、パワーポイントを使用して発表することができる
①見学・体験した作業療法内容　②自分自身のこれからの課題・目標

実習に際し合計5回の事前オリエンテーションを実施しますので、必ず出席してください。
事前オリエンテーションの日程に関しては、掲示板・web掲示板・cラーニングを確認してください。

臨床見学実習

平尾　文 ・ 宮崎　洋幸 ・ 川畑　なみ ・ 髙島　千敬 ・ 山川　敦史 ・ 渡邊　哲也 ・ 岩本　優士

病院および施設で、実習指導者が行う作業療法の解説を受けながら見学をする（1週間）。
作業療法の対象者および実習指導者・関係職員とのコミュニケーションを図る。
実習を通して、作業療法士の役割ややりがい、楽しさを学ぶ。

DPとの関連

①平和を希求する心と豊かな人間性を身につける

②修得した専門知識・技術を基盤にした総合的臨床能力を身につける

③高い倫理観をもち、自己を変革しつづける能力を身につける

④地域社会・国際社会と協働し、人々の健康生活のニーズに対応できる能力を身につける

※DP：ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）＝卒業までに身に付けるべき資質・能力



科目コード R7042 授業科目名

履修区分 必修 開講期 3年 前期 授業回数 8回 単位数 1単位

担当者

授業の概要

―

◎

―

―

到達目標

履修上の
注意事項

回数

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

教員からの
メッセージ

教員との
連絡方法

実務経験の
ある教員

実習前試験も兼ねています。実技演習の自習時間も設けますので積極的に取り組んでください。

kawabata@hcu.ac.jpにまず連絡をください。

担当する教員は全員作業療法士としての臨床経験があり、その経験を活かし、実技指導にあたる。

参考書

成績
評価方法

実技試験100％

ただし、受験資格を満たしていない場合は評価の対象としない。

教科書

書名・著者（出版社） ISBNコード

PT・OTのための臨床技能とOSCE コミュニケーションと介助・検査測定編 第2版・才藤 栄一・他（金原出版） 978-4-263-26606-9

PT・OTのための臨床技能とOSCE 能障害・能力低下への介入編・才藤 栄一・他（金原出版） 978-4307750516

検査測定⑦BRS BRSについて復習する(60分）

検査測定⑧運動失調検査 運動失調検査について復習する(60分）

自分で体験しながら学んでいく実技中心の授業です。大学指定のジャージ・ポロシャツを着用してください。授業中の私語及び携帯電話・スマートフォンの
使用は禁止します。

授業計画

講義内容 事前・事後学修

検査測定①脈拍と血圧の測定 脈拍と血圧の測定について復習する(60分）

検査測定②関節可動域測定 関節可動域測定について復習する(60分）

検査測定③筋力測定 筋力測定について復習する(60分）

検査測定④形態測定 形態測定について復習する(60分）

検査測定⑤感覚検査 感覚検査について復習する(60分）

検査測定⑥反射検査 反射検査について復習する(60分）

・臨床で想定される様々な場面設定において、必要とされる態度、技能について説明できる。
・提示する課題設定において、適切な態度で技能を実施できる。

臨床技能演習

川畑　なみ ・ 宮崎　洋幸 ・ 平尾　文 ・ 髙島　千敬 ・ 山川　敦史 ・ 渡邊　哲也 ・ 岩本　優士

臨床にて必要とされる態度、技能について、コミュニケーション、介助・検査測定に分けて、それぞれ具体的な場面設定を行い、実際に経験することで理解
を深める。

DPとの関連

※DP：ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）＝卒業までに身に付けるべき資質・能力

①平和を希求する心と豊かな人間性を身につける

②修得した専門知識・技術を基盤にした総合的臨床能力を身につける

③高い倫理観をもち、自己を変革しつづける能力を身につける

④地域社会・国際社会と協働し、人々の健康生活のニーズに対応できる能力を身につける



科目コード R7043 授業科目名

履修区分 必修 開講期 3年 後期 実習期間 20日間 単位数 4単位

担当者

授業の概要

―

◎

△

△

到達目標

実習先行要件

履修上の
注意事項

実習
スケジュール

教員からの
メッセージ

教員との
連絡方法

実務経験の
ある教員

基礎臨床実習Ⅰ

川畑　なみ ・ 宮崎　洋幸 ・ 平尾　文 ・ 髙島　千敬 ・ 山川　敦史 ・ 渡邊　哲也 ・ 岩本　優士

臨床実習教育とは、作業療法士として医療・福祉・保健領域など、あらゆるニーズに対応できる人材育成の教育課程である。学内で学修した知識・技術・資
質を臨床実習において再確認するとともに、実践の場面でそれらを更に修得し、セラピストとしての意識を涵養する。
※本科目は、実務経験のある教員及び実習施設教育者を中心とした実践的教育から構成される科目である。

DPとの関連

①平和を希求する心と豊かな人間性を身につける

②修得した専門知識・技術を基盤にした総合的臨床能力を身につける

③高い倫理観をもち、自己を変革しつづける能力を身につける

④地域社会・国際社会と協働し、人々の健康生活のニーズに対応できる能力を身につける

※DP：ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）＝卒業までに身に付けるべき資質・能力

成績
評価方法

臨地実習地の評価表、提出課題、症例報告会、実習前・後のOSCE、実習前後のルーブリック結果等を含めて総合的に評価する。

ただし、受験資格を満たしていない場合は評価の対象としない。

臨床実習指導者の実践を観察し、基本的な作業療法評価として検査・測定の技術を模倣し実施することができる。基本的な実習形態は、臨床参加型実習
にて行う。実習の主目標は、「情報収集の実施」や「面接および開始前の観察」を経て作業療法初期評価計画立案を、臨床実習指導者の実演・指導のもと実
践できる。また、様々な対象者に対してオムニバスで検査・測定を行う経験をつみ、対象者への対応技術を観察－模倣－実践できることを目標とする。

臨床技能演習との関連が強い科目です。実技的な臨床能力を身につけた上で、臨む臨床実習になります。対象者に対して、イニシアティブをとりながらセ
ラピストとして丁寧な対応をとるべき基礎を修得する科目になります。3年前期の全ての専門科目が土台になりますから、各科目周到に受講してくださ
い。

作業療法士を目指す実習生として、対象者をリードする初めての実習になります。臨床実習にのぞむ前に、医学的知識、作業療法士の役割、作業療法評価
における検査・測定の技術、対象者への対応技能や留意点などを総合的に復習して、実習に備えて下さい。

川畑：kawabata@hcu.ac.jp

担当する教員は全員作業療法士としての臨床経験があり、その経験を活かし、実習指導にあたる。

臨床見学実習の単位を修得した者。また、3年次前期までに開講した専門基礎分野及び専門分野の必修科目の単位をすべて修得した者。すべての臨床実
習において、各臨床実習の意義、目的を充分に理解し、実習生としての倫理観を身につけ、資質および態度（挨拶、身だしなみ、モラル等々）が適切である
と認められた者。（学生便覧より抜粋）

4週間（令和5年９月25日～10月21日）
・実習前後のセミナーやオリエンテーション、症例報告会には必ず出席することを義務づけます。
・セミナー期間、オリエンテーション開催日などは具体的に作業療法学専攻で決定次第、通知します。



科目コード R7044 授業科目名

履修区分 必修 開講期 3年 後期 実習期間 40日間 単位数 8単位

担当者

授業の概要

○

◎

○

△

到達目標

実習先行要件

履修上の
注意事項

実習
スケジュール

教員からの
メッセージ

教員との
連絡方法

実務経験の
ある教員

作業療法士を目指す学生として、必ず経験する必要がある長期の実習になります。臨床実習に臨む前に、日々の態度や行動などを振り返り、修正をかけて
おくことも重要です。3年次までの講義や演習で習っている技能について、十分な練習が必要です。

各実習施設には施設担当教員がつきます。また、専攻代表教員の連絡先については、実習前のオリエンテーションにて連絡する。

各実習施設の臨床実習指導者（厚生労働省が開催する実習指導者講習会を受講した者）

・ 臨床見学実習、基礎臨床実習Ⅰの単位を修得した者。
・ 3年次前期までに開講した専門基礎分野及び専門分野の必修科目の単位をすべて修得した者。(尚、実習科目の履修は、所定の授業科目の単位を修得し
ていない場合、許可されない)
・ 本臨床実習において、意義や目的を十分に理解していること。・ 実習生としての倫理観を身につけ、資質及び態度（挨拶や身だしなみ、行動）が適切であ
ると認められた者。

・実習期間　2024年1月15日（月）～3月10日（土）の8週間
・基礎臨床実習Ⅰを終えて、学内での演習が始まります。その中で、基礎臨床実習Ⅱの実習生個人資料の作成や説明などのセミナーが同時進行します。
・セミナーへの出席は学生の義務です。

成績
評価方法

実習に行く前の学生の取り組みやOSCE（実技試験）、実習前筆記試験、実習施設教育者による判定、実習後の学生の取り組みなど含めて総合的に評価し
ます。

ただし、受験資格を満たしていない場合は評価の対象としない。

・ 臨床教育者の臨床思考過程を通して、治療プログラム立案までの過程を理解し説明できる。
・ 実習教育者の臨床思考過程を（担当症例の生活課題、プログラム、治療経過及び結果）を理解し説明できる。
・ 実習教育者の臨床技能（評価技術・治療技術）を模倣できる。
・ 作業療法士として必要な基本的態度（倫理観・リスク管理）を身につける。

長期に渡る実践の連続です。報告・連絡・相談など社会人として必要なスキルチェックも行います。Webの掲示の確認をする、メモをとる、事前に実施する
ことを確認する、など臨床実習に必要な準備を行います。遅刻・欠席の連絡なども実習さながらに行います。

基礎臨床実習Ⅱ

宮崎　洋幸 ・ 平尾　文 ・ 川畑　なみ ・ 髙島　千敬 ・ 山川　敦史 ・ 渡邊　哲也 ・ 岩本　優士

これまで、学内外で学んだ知識や技術を実習施設教育者の監督や指導の下に、作業療法場面を経験する。
※本科目は、実務経験のある教員及び実習施設教育者を中心とした実践的教育から構成される科目である。

DPとの関連

①平和を希求する心と豊かな人間性を身につける

②修得した専門知識・技術を基盤にした総合的臨床能力を身につける

③高い倫理観をもち、自己を変革しつづける能力を身につける

④地域社会・国際社会と協働し、人々の健康生活のニーズに対応できる能力を身につける

※DP：ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）＝卒業までに身に付けるべき資質・能力



科目コード R7045 授業科目名

履修区分 必修 開講期 4年 前期 実習期間 5日間 単位数 1単位

担当者

授業の概要

○

◎

○

○

到達目標

実習先行要件

履修上の
注意事項

実習
スケジュール

教員からの
メッセージ

教員との
連絡方法

実務経験の
ある教員

地域臨床実習

山川　敦史 ・ 宮崎　洋幸 ・ 平尾　文 ・ 川畑　なみ ・ 髙島　千敬 ・ 渡邊　哲也 ・ 岩本　優士

通所リハビリテーション・訪問リハビリテーションにおける作業療法について1週間（5日間）の実習を行う。
地域サービスを提供する施設等において、生活障害の把握と理解ならびに他職種との連携の実際を通じて、作業療法の実践に必要な知識・技術および態
度を学習する。

DPとの関連

①平和を希求する心と豊かな人間性を身につける

②修得した専門知識・技術を基盤にした総合的臨床能力を身につける

③高い倫理観をもち、自己を変革しつづける能力を身につける

④地域社会・国際社会と協働し、人々の健康生活のニーズに対応できる能力を身につける

※DP：ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）＝卒業までに身に付けるべき資質・能力

成績
評価方法

１．指導者による実習教育ルーブリック評価ならびに、施設担当教員による学内教育ルーブリック評価
２．地域臨床実習報告会での発表の様子
上記の総合判定による。

ただし、受験資格を満たしていない場合は評価の対象としない。

１．地域における作業療法の評価、アセスメントの手段について説明できる。
２．通所・訪問や福祉用具、住宅改修など地域作業療法の具体的な実践例を挙げ、説明することができる。
３．地域における多職種間の連携業務の具体例を挙げ、作業療法士の役割を説明できる。
４．地域サービスにおける作業療法士の役割と、必要となる特有の技能について説明できる。

実習期間の前後で、大学内でのセミナーを行います。有意義な実習にするために欠かさず参加してください。
１．実習前セミナーでは、実習の手引きならびに実習ワークシートの作成方法の確認、地域における作業療法業務に関わりの深い制度・地域サービスの基
礎的知識の確認作業を行います。学内ルーブリックおよび実習に向けた各自の目標設定を、施設担当の支援を受け設定します。
２．実習後セミナーでは、報告会に向けた準備を行い、学内ルーブリック評価を行います。

作業療法士の働く場は、現在も回復期を中心とした病院が主ですが、入院期間の短期化と高齢者の増加に伴い、地域における作業療法と作業療法士の必
要性は増してきています。
作業（生活行為）を支援する専門職として、地域における存在感をアピールしていくためにも、５日間の実習を通し、対象者やそのご家族、指導者およびス
タッフの方々の考えや想いに触れて、働く場として現実的に感じて欲しいと思います。

実習期間中は、指導者との緊急連絡の方法を共有しておきましょう。
大学では、施設担当教員が配置されます．大学との連絡は、その教員を通して行います（大学への電話やメールを活用）。
全体を通しての連絡に関しては、実習担当　山川まで（lily-drg@hcu.ac.jp、大学へ電話）

実習指導者は、現在、地域サービス（在宅系・通所系）の実務にあたっている作業療法士です。
大学教員は、いずれも入院・入所ならびに地域サービスの経験を有する作業療法士として、指導者と連携して指導にあたります。

３年次後期までに開講した専門基礎分野および専門分野の必修科目の単位をすべて習得すること、また、地域臨床実習の意義、目的を充分に理解し、実習
生としての倫理観を身につけ、資質および態度（挨拶、身だしなみ、モラル等々）が適切であると認められることが必要です。

詳細は、受入施設の業務の状況に合わせた計画にそって進めていく。
１日目：施設案内や学生およびスタッフ紹介、実習計画を共有．実習生の目標設定。
２日目〜４日目：指導者の業務を中心に見学・模倣（可能な範囲の実施を含む）
５日目：実習ワークシートの確認およびルーブリック評価　＊毎日デイリーノートを作成し、ワークシートを随時更新。



科目コード R7046 授業科目名

履修区分 必修 開講期 4年 前期 実習期間 9週間 単位数 9単位

担当者

授業の概要

―

◎

○

○

到達目標

実習先行要件

履修上の
注意事項

実習
スケジュール

教員からの
メッセージ

教員との
連絡方法

実務経験の
ある教員

総合臨床実習

髙島　千敬 ・ 宮崎　洋幸 ・ 平尾　文 ・ 川畑　なみ ・ 山川　敦史 ・ 渡邊　哲也 ・ 岩本　優士

　これまで学内外で学んだ知識・技術をもとに、病院や施設の作業療法士の指導下で臨床経験を積む。

DPとの関連

①平和を希求する心と豊かな人間性を身につける

②修得した専門知識・技術を基盤にした総合的臨床能力を身につける

③高い倫理観をもち、自己を変革しつづける能力を身につける

④地域社会・国際社会と協働し、人々の健康生活のニーズに対応できる能力を身につける

※DP：ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）＝卒業までに身に付けるべき資質・能力

成績
評価方法

　臨地実習地の評価表や提出課題、症例報告会、実習前・後のOSCE、ルーブリック等を含めて総合的に評価する。

ただし、受験資格を満たしていない場合は評価の対象としない。

・指導者の臨床思考過程（担当症例の生活課題、プログラム、治療経過および結果）を説明できる。
・指導者の臨床技能（評価技術・治療技術）を模倣できる。
・医療福祉人としての基本的態度（倫理観・リスク管理）を身につける。

・実習前後のオリエンテーション、セミナーには必ず出席すること。
・実習にあたり、必要な知識・技術は事前に学習しておくこと。
・実習の手引きを熟読し、意義・目的・留意事項を理解しておくこと。

　疾患別に症状に対する作業療法評価項目、治療手段などをまとめて、十分な技術練習をしておくこと。

　各実習施設の担当教員、および専攻代表の連絡先は実習前オリエンテーションで連絡する。

　病院や施設での経験を活かして実習指導者と連携して学生の指導を行う。

　「臨床見学実習」「基礎臨床実習」ならびに3年次後期までに開講した専門基礎科目及び専門分野の必須科目をすべて履修したもの。実習生としての資質
（知識力・技術力・倫理観）及び態度（挨拶・身だしなみ等）が適切であると認められたもの。

　4月上旬から6月上旬までの9週間



科目コード R7047 授業科目名

履修区分 必修 開講期 3年 後期 授業回数 8回 単位数 1単位

担当者

授業の概要

○

○

○

△

到達目標

履修上の
注意事項

回数

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

教員からの
メッセージ

教員との
連絡方法

実務経験の
ある教員

・自分の関心のある研究論文を探し、入手することができる
・4年生の卒業研究発表会に参加し、最も興味を持った発表を1つ選択、感想を書くことができる
・最も関心のある研究論文を1つ選択し、批判的吟味を加えて4分で発表することができる

作業療法学研究法

平尾　文

学生自身が関心を持つ研究論文を探し、入手する方法を学ぶことができる。　関心のある研究論文の中から一つを選び、概要をまとめ、批判的吟味を加え
て発表を行います。発表後の質疑応答を行うことで、他の学生の考え方や意見を聴くことができ、自分の考え方の視野を広げることができます。受講生主
体で3回の発表会を開催し、運営も行います。

DPとの関連

※DP：ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）＝卒業までに身に付けるべき資質・能力

①平和を希求する心と豊かな人間性を身につける

②修得した専門知識・技術を基盤にした総合的臨床能力を身につける

③高い倫理観をもち、自己を変革しつづける能力を身につける

④地域社会・国際社会と協働し、人々の健康生活のニーズに対応できる能力を身につける

・課題の提出期限を守ってください
・配布資料は大事に保管してください
・授業態度が不適切な場合は、厳重注意をすることがあります

授業計画

講義内容 事前・事後学修

研究とは？研究論文とは何か？について学ぶ 研究論文の入手の仕方を学ぶ（60分）。課題①

自分の関心のある研究論文を探す（於：図書館） 自身が関心のある研究論文を一つに絞る（60分）。

4年生の卒業研究発表会に参加する
最も興味を持った発表を1つ選択し、感想を書く　（60
分）。課題②

4年生の卒業研究発表会を振り返り、グループディスカッション 自身の卒業研究について構想を練る（60分）。

研究論文の批判的吟味とは？　発表会の運営についてディスカッション 発表用の抄録の作成（60分）。課題③

研究論文の批判的吟味を加えた発表会　1
この日の発表内容について、自分の考えをまとめる
（60分）。

研究論文の批判的吟味を加えた発表会　2
この日の発表内容について、自分の考えをまとめる
（60分）。

研究論文の批判的吟味を加えた発表会　3
この日の発表内容について、自分の考えをまとめる
（60分）。

成績
評価方法

この授業は試験は実施しません。各課題（①～③）の提出および発表で評価します。

ただし、受験資格を満たしていない場合は評価の対象としない。

教科書

書名・著者（出版社） ISBNコード

資料を配布します。

参考書

授業はアクション・リアクションによるコミュニケーションで成り立ちます。積極的に楽しみながら受講してください。

パソコンのアドレスまでメールを送ってください。aya.72710@hcu.ac.jp



科目コード R7048 授業科目名

履修区分 必修 開講期 3年 後期 授業回数 8回 単位数 1単位

担当者

授業の概要

○

◎

○

△

到達目標

履修上の
注意事項

教員からの
メッセージ

教員との
連絡方法

実務経験の
ある教員

卒業研究発表に直結した演習を行うため卒業研究のテーマを決め、主体的に取り組んでください。

各担当教員の研究室に出向くか、メールで連絡をとってください。

成績
評価方法

卒業研究抄録の作成及び内容で評価をします（100％）。

ただし、受験資格を満たしていない場合は評価の対象としない。

・研究テーマを決め、先行研究および関連文献を収集できる
・研究計画を立てることができる
・研究対象者への依頼と倫理的配慮ができる
・研究計画に基づいて研究を実施できる

卒業研究担当教員と緊密に連絡をとり、研究を進めてください。

卒業研究Ⅰ

平尾　文 ・ 宮崎　洋幸 ・ 牧田　亨介 ・ 川畑　なみ ・ 髙島　千敬 ・ 山川　敦史 ・ 渡邊　哲也 ・ 岩本　優士

作業療法学研究法の授業で学修した知識を基に、研究計画書の作成から実施に至るまでの過程を演習する。実際のデータを用いて、統計学的な解析や質
的分析を行い、その結果を考察する技能を身につける。
作業療法分野や健康科学、リハビリテーション分野に貢献するための研究テーマを見つけ、科学的に検証できるようになることを目的とする。

DPとの関連

①平和を希求する心と豊かな人間性を身につける

②修得した専門知識・技術を基盤にした総合的臨床能力を身につける

③高い倫理観をもち、自己を変革しつづける能力を身につける

④地域社会・国際社会と協働し、人々の健康生活のニーズに対応できる能力を身につける

※DP：ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）＝卒業までに身に付けるべき資質・能力



科目コード R7049 授業科目名

履修区分 必修 開講期 4年 後期 授業回数 8回 単位数 1単位

担当者

授業の概要

○

◎

◎

○

到達目標

履修上の
注意事項

教員からの
メッセージ

教員との
連絡方法

実務経験の
ある教員

DPとの関連

①平和を希求する心と豊かな人間性を身につける

②修得した専門知識・技術を基盤にした総合的臨床能力を身につける

③高い倫理観をもち、自己を変革しつづける能力を身につける

④地域社会・国際社会と協働し、人々の健康生活のニーズに対応できる能力を身につける

※DP：ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）＝卒業までに身に付けるべき資質・能力

学術集会形式で単独または共同で口述発表でき、質疑や座長、進行等の運営ができるようになる。

卒業研究指導担当教員と緊密に連絡をとりながら、研究を進めてください。

卒業研究Ⅱ

平尾　文 ・ 宮崎　洋幸 ・ 牧田　亨介 ・ 川畑　なみ ・ 髙島　千敬 ・ 山川　敦史 ・ 渡邊　哲也 ・ 岩本　優士

作業療法あるいは保健医療福祉に関する領域の中から、学生各々の関心に基づいた研究テーマを設定し、研究を行う。その結果をまとめ、論文を作成して
卒業研究論文として提出するまでの一連の過程を実践する。具体的には研究テーマを選び、その意義づけができること、研究計画を立案できること、研究
を遂行し、それをまとめ報告ができることを目標とする。

大学生活を締めくくる科目です。楽しみながら主体的に取り組んでください。

各担当教員の研究室に出向くか、メールで連絡をとってください。

成績
評価方法

研究発表までのプロセス発表で評価する（100％）。

ただし、受験資格を満たしていない場合は評価の対象としない。
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